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島根原子力発電所 原子炉施設保安規定 

（１）島根原子力発電所１号炉廃止措置計画変更認可申請書の反映による変更 

島根原子力発電所１号炉の廃止措置計画について、原子炉本体周辺設備等解体撤去期

間（第２段階）における廃止措置計画を定め、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規

制に関する法律第４３条の３の３４第３項において準用する同法第１２条の６第３項の

規定に基づき、変更認可を申請した。 

このため、廃止措置計画の変更認可申請書の記載を踏まえ、第２段階の廃止措置に係

る保安管理措置を規定するため、島根原子力発電所原子炉施設保安規定について、新規

条文を追加するとともに、関連条文の変更を行う。 

（追加） 

・第１４１条の２（解体撤去物の管理）

・第１４１条の３（保管エリアの管理）

（変更） 

・第８７条（放射性液体廃棄物の管理）

・第８８条（放射性気体廃棄物の管理）

・第１２１条（目的）

・第１５４条（放射性液体廃棄物の管理）

・第１５５条（放射性気体廃棄物の管理）

（２）島根原子力発電所１号炉および２号炉の撤去済み蒸気タービンのクリアランス制度を

適用する上で必要な保安管理措置を規定するための変更 

島根原子力発電所１号炉および２号炉の撤去済みタービンに対して、クリアランス制度

を適用する上で必要な保安管理措置を規定するため、島根原子力発電所原子炉施設保安規

定について、新規条文を追加するとともに、関連条文の変更を行う。 

（追加） 

・第８６条の２（放射能濃度確認対象物の管理）

・第１１９条（記録）

・第１５１条の２（放射能濃度確認対象物の管理）

・第１８９条（記録）
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添付資料 

１：保安規定変更に対する設置許可との整合性について 

２：保安規定審査基準の要求事項に対する保安規定の変更内容について 

３：島根原子力発電所１号炉 廃止措置計画認可申請書に記載した内容の保安規定への反映事項 

４：島根原子力発電所１号炉および２号炉において用いた資材に含まれる放射性物質の放射能

濃度の測定および評価方法の認可申請書に記載した内容の保安規定への反映事項 
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添
付
資
料
１

 

赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

令
和

６
年

１
月

2
3
日
 

中
国

電
力

株
式

会
社

 

保
安
規
定
変
更
に
対
す
る
設
置
許
可
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
 

島
根
原
子
力
発
電
所
１
号
炉
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
反
映
な
ら
び
に
島
根
原
子
力
発
電
所
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
撤
去
済
み
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
を
適
用
す
る
上
で
必
要
な
保
安
管
理
措
置
を
規
定
す
る
こ
と
に
伴
う
保
安
規
定
の
変

更
認
可
申
請
に
お
い
て
変
更
対
象
と
し
て
い
る
条
文
に
対
す
る
設
置
許
可
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
、
下
表
の
と
お
り
整
理
す
る
。
 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

【
添
付
書
類
八
】
 

11
.
運
転
保
守

11
.6
 放

射
線
管
理
 

放
射
線
管
理
は
，
従
事
者
等
の
被
ば
く
線
量
を
法
令
に
定

め
ら
れ
た
制
限
値
以
下
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
，
で
き
る

だ
け
低
く
す
る
方
針
で
行
う
。

 

発
電
所
に
は
，
管
理
区
域
，
周
辺
監
視
区
域
等
を
設
け
，

出
入
管
理
，
被
ば
く
管
理
，
管
理
区
域
内
に
お
け
る
作
業
管

理
，
放
射
線
の
測
定
，
放
射
性
汚
染
物
質
の
移
動
の
管
理
等

を
厳
重
に
実
施
す
る
。
 

（
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
管
理
）
 

第
８
６
条
の
２

 
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
受

け
よ
う
と
す
る
物
（
以
下
，「

放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
」
と
い
う
。）

の
取
扱
い
に
関
す
る
次
の
業
務
を
管
理
す
る
。
 

（
１
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
保
管
管
理
 

（
２
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
お
よ
び
評
価
 

２
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定

お
よ
び
評
価
前
の
保
管
管
理
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
性
状
に
応
じ
て
分
別
，
除
染
お
よ
び
切
断
を
行
っ
た
上
で
，
表
１
１
９
－
１
の
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
に

係
る
記
録
と
照
合
で
き
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
２
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
に
つ
い
て
，
放
射
能
濃
度
の
測
定
を
行
う
場
所
に
運
搬
す
る
ま
で
の
間
，
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
以
外
の
異

物
の
混
入
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
保
管
す
る
。
 

（
３
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
保
管
状
況
を
１
箇
月
に
１
回
確
認
す
る
。
 

３
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定

お
よ
び
評
価
な
ら
び
に
そ
の
後
の
保
管
管
理
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
運
搬
に
あ
た
っ
て
は
，
放
射
性
物
質
に
よ
る
追
加
的
な
汚
染
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
２
）
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
放
射
能
濃
度
の
測
定
お
よ
び
評
価
の
方
法
に
従
い
，
放
射
能

濃
度
確
認
対
象
物
以
外
の
異
物
の
混
入
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ
る
追
加
的
な
汚
染
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
，
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物

の
放
射
能
濃
度
の
測
定
お
よ
び
評
価
を
行
う
。
 

（
３
）
第
３
項
（
２
）
の
測
定
お
よ
び
評
価
の
結
果
，「

工
場
等
に
お
い
て
用
い
た
資
材
そ
の
他
の
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
放
射
能
濃
度
が

放
射
線
に
よ
る
障
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
必
要
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
認
等
に
関
す
る
規
則
」（

以
下
，「

放
射
能
濃
度
確
認

規
則
」
と
い
う
。）

に
定
め
る
放
射
能
濃
度
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
，
放
射
能
濃
度
の
測
定
前
の
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
お
よ
び
放
射
能

濃
度
確
認
対
象
物
以
外
の
異
物
の
混
入
を
防
止
す
る
措
置
な
ら
び
に
放
射
性
物
質
に
よ
る
追
加
的
な
汚
染
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
保

管
す
る
。
 

（
４
）
第
３
項
（
２
）
の
測
定
お
よ
び
評
価
の
結
果
，
放
射
能
濃
度
確
認
規
則
に
定
め
る
放
射
能
濃
度
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
，
除
染
等

を
行
い
，
測
定
お
よ
び
評
価
を
行
う
。
ま
た
は
，
第
８
６
条
の
１
に
基
づ
き
，
放
射
性
固
体
廃
棄
物
と
し
て
管
理
す
る
。
 

・
添
付
書
類
八
に
「
従
事
者
等
の
被
ば
く
線

量
を
法
令
に
定
め
ら
れ
た
制
限
値
以
下

と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
，
で
き
る
だ
け

低
く
す
る
方
針
で
行
う
。」

お
よ
び
「
出

入
管
理
，
被
ば
く
管
理
，
管
理
区
域
内
に

お
け
る
作
業
管
理
，
放
射
線
の
測
定
，
放

射
性
汚
染
物
質
の
移
動
の
管
理
等
を
厳

重
に
実
施
」
と
記
載
が
あ
る
。
保
安
規
定

条
文
（
変
更
後
）
の
記
載
は
，
測
定
お
よ

び
評
価
前
の
保
管
管
理
に
お
け
る
異
物

の
混
入
を
防
止
す
る
措
置
，
測
定
お
よ
び

評
価
な
ら
び
に
そ
の
後
の
保
管
管
理
に

お
け
る
異
物
の
混
入
お
よ
び
放
射
性
物

質
に
よ
る
追
加
的
な
汚
染
防
止
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
を
追
加
し
た
も
の
で
あ

り
，
設
置
許
可
の
記
載
と
整
合
し
て
い

る
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

【
本
文
九
】
 

九
 発

電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る

事
項
 

イ
 核

燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
に
よ
る
放
射
線
被
ば
く
の
管
理
の
方
法
 

(6
) 
放
射
性
廃
棄
物
の
放
出
管
理
 

気
体
お
よ
び
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
当
た
っ
て
は
，
周
辺

監
視
区
域
外
の
空
気
中
お
よ
び
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

が
「
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
値
を
超
え
な

い
よ
う
に
厳
重
な
管
理
を
行
う
。
 

さ
ら
に
，「

線
量
目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
，
発

電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
放
出
管
理
の

目
標
値
を
定
め
，「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放

出
放
射
性
物
質
の
測
定
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
く
測
定
を

行
い
，
こ
れ
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
 

（
中
略
）
 

(ⅱ
) 
液
体
廃
棄
物
 

平
常
運
転
時
に
液
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
に
は
あ
ら

か
じ
め
，
タ
ン
ク
に
お
い
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
，
放
射
性
物

質
の
濃
度
を
測
定
し
，
放
出
量
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
，
放
出
さ
れ
る
液
体
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
は
，

液
体
廃
棄
物
処
理
系
排
水
モ
ニ
タ
に
よ
っ
て
常
に
監
視
す

る
。
 

 【
添
付
書
類
八
】
 

11
.5
 放

射
性
廃
棄
物
管
理
 

放
射
性
気
体
お
よ
び
液
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
放
出
す

る
場
合
は
，
法
令
に
定
め
ら
れ
た
許
容
濃
度
等
の
制
限
値
を

遵
守
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
，
発
電
所
周
辺
の
一
般
公
衆
の

被
ば
く
線
量
が
，「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量

目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
定
め
る
線
量
目
標
値
を
こ
え
な

い
よ
う
に
努
め
る
。
 

放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
所
内
に
貯
蔵
す
る
場
合
は
，
所
定

貯
蔵
設
備
に
お
い
て
厳
重
に
管
理
す
る
。
 

 【
添
付
書
類
九
】
 

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
放
射
線
の
管
理
に

関
す
る
説
明
書
 

（
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
８
７
条
 
課
長
（
発
電
）
は
，
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
は
，
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
よ
り
放
出
す
る
と
と
も
に
，
次
の
事
項

を
管
理
す
る
。
 

（
１
）
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
箇
月
平
均
値
が
，
法
令
に
定
め
る
周
辺

監
視
区
域
外
に
お
け
る
水
中
の
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。
 

（
２
）
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
（
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
。
）
の
放
出
量
が
，
表
８
７
－
１
に
定
め
る
放
出
管
理
目
標
値

を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
 

２
．
課
長
（
発
電
）
は
，
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
量
が
，
表
８
７
－
２
に
定
め
る
放
出
管
理
の
基
準
値
を
超
え

な
い
よ
う
に
努
め
る
。
 

３
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
表
８
７
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
，
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
，
そ
の
結
果
を
課
長
（
第
一
発
電
）

に
通
知
す
る
。
 

 表
８
７
－
１
 

項
 

 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

 

（
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
。
）

 
7
.
4×

10
1
0
Bq
／
年

※
１
 

 表
８
７
－
２
 

項
 

 
目

 
放
出
管
理
の
基
準
値

 

ト
リ
チ
ウ
ム

 
7
.
4×

10
1
2
Bq
／
年

※
１
 

※
１
：
２
号
炉
お
よ
び
３
号
炉
の
合
計
 

  

（
以
下
略
）
 

   

・
本
文
九
号
に
「
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る

放
射
性
物
質
に
つ
い
て
放
出
管
理
の
目

標
値
を
定
め
、
測
定
を
行
い
、
こ
れ
を
超

え
な
い
よ
う
に
努
め
る

」
と
記
載
が
あ

る
。
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
の
記
載

は
、
放
出
管
理
目
標
値
を
１
号
炉
と
２
号

炉
お
よ
び
３
号
炉
に
分
け
て
設
定
す
る

た
め
、
２
号
炉
お
よ
び
３
号
炉
が
対
象
と

な
る
旨
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
安

規
定
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
放
射
性
液

体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
か
ら
設
置
許
可
の
記
載
と
整
合

し
て
い
る
。
 

 ・
添
付
書
類
八
に
「
放
射
性
気
体
廃
棄
物
を

発
電
所
外
に
放
出
す
る
場
合
は
、
法
令
に

定
め
ら
れ
た
許
容
濃
度
等
の
制
限
値
を

遵
守
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
発
電
所
周

辺
の
一
般
公
衆
の
被
ば
く
線
量
が
、「

発

電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量

目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
定
め
る
線
量

目
標
値
を
こ
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
」
と

記
載
が
あ
る
。
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）

の
記
載
は
、
放
出
管
理
目
標
値
を
１
号
炉

と
２
号
炉
お
よ
び
３
号
炉
に
分
け
て
設

定
す
る
こ
と
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、

設
置
許
可
の
記
載
と
整
合
し
て
い
る
。
 

 ・
添
付
書
類
九
に
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の

放
出
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
保
安
規
定

条
文
（
変
更
後
）
の
記
載
は
、
放
出
管
理

目
標
値
を
１
号
炉
と
２
号
炉
お
よ
び
３

号
炉
に
分
け
て
設
定
す
る
た
め
、
２
号
炉

お
よ
び
３
号
炉
が
対
象
と
な
る
旨
を

記

載
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の

放
出
管
理
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
か
ら

設
置
許
可
の
記
載
と
整
合
し
て
い
る
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

4.
放
射
性
廃
棄
物
処
理

4.
3 
液
体
廃
棄
物
処
理
 

4.
3.
2 
液
体
廃
棄
物
の
推
定
発
生
量
 

平
常
運
転
時
に
発
生
す
る
液
体
廃
棄
物
に
つ
い
て
，
先
行

炉
の
運
転
実
績
お
よ
び
設
計
運
転
条
件
を
基
に
推
定
し
た
発

生
量
お
よ
び
環
境
放
出
量
を
第

4.
3－

1 
表
に
示
す
。
 

な
お
，
ト
リ
チ
ウ
ム
の
環
境
放
出
量
に
つ
い
て
は
，
先
行

炉
の
実
績
等
を
考
慮
す
る
と
年
間

3.
7×

10
12
Bq
 以

下
と
推
定

さ
れ
る
。
 

液
体
廃
棄
物
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
線
量
の
評
価
を
行

う
際
に
は
，
液
体
廃
棄
物
処
理
系
統
の
運
用
の
変
動
を
考
慮

し
て
液
体
廃
棄
物
の
年
間
放
出
量
は
，
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
き

3.
7×

10
10
Bq
，
ト
リ
チ
ウ
ム
は

3.
7×

10
1
2 B
q 
と
す
る
。
 

【
本
文
九
】
 

九
 発

電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る

事
項
 

イ
核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
に
よ
る
放
射
線
被
ば
く
の
管
理
の
方
法
 

(6
)
放
射
性
廃
棄
物
の
放
出
管
理

気
体
お
よ
び
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
当
た
っ
て
は
，
周
辺

監
視
区
域
外
の
空
気
中
お
よ
び
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

が
「
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
値
を
超
え
な

い
よ
う
に
厳
重
な
管
理
を
行
う
。
 

さ
ら
に
，「

線
量
目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
，
発

電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
放
出
管
理
の

目
標
値
を
定
め
，「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放

出
放
射
性
物
質
の
測
定
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
く
測
定
を

行
い
，
こ
れ
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
 

（
中
略
）
 

(ⅰ
) 
気
体
廃
棄
物
 

平
常
運

転
時

に
気

体
廃

棄
物
を

大
気

中
に

放
出

す
る

場
合

は
，
排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
排
気
筒
モ
ニ
タ
等
に
よ

っ
て
連
続
監
視
す
る
。
 

【
添
付
書
類
八
】
 

11
.5
 放

射
性
廃
棄
物
管
理
 

放
射
性

気
体

お
よ

び
液

体
廃
棄

物
を

発
電

所
外

に
放

出
す

（
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
８
８
条
 
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
放
射
性
気
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
は
，
表
８
８
－
１
に
示
す
排
気
筒
等
よ
り
放
出
す
る
と
と
も

に
，
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。

 

（
１
）
排
気
筒
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
建
物
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度

の
３
箇
月
平
均
値
が
，
法
令
に
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
空
気
中
の
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。
 

（
２
）
排
気
筒
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
建
物
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
物
質
（
希
ガ
ス
，
よ
う
素

1
3
1）

の
放
出
量
が
，
表
８
８
－
１
に
定
め
る
放
出
管

理
目
標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
 

２
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
表
８
８
－
２
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
，
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
，
そ
の
結
果
を
課
長
（
第
一
発
電
）

に
通
知
す
る
。
 

３
．
表
８
８
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
以
外
の
場
所
に
お
い
て
換
気
を
行
う
場
合
は
，
次
の
事
項
を
行
う
。
た
だ
し
，
第
９
２
条
（
管
理
区
域
内
に

お
け
る
区
域
区
分
）
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
等
に
お
け
る
換
気
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
１
）
各
課
長
は
，
フ
ィ
ル
タ
ー
付
局
所
排
気
装
置
等
に
よ
り
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
拡
散
防
止
措
置
を
行
う
。
 

（
２
）
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
表
８
８
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
，
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
，
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に

係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
，
換
気
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
空
気
中
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
法
令
に
定
め
る
管
理

区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

表
８
８
－
１
 

項
 

 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

 

希
ガ
ス

 
7
.
9×

10
1
4
 B

q／
年

※
１
 

よ
う
素

 
1
31

 
3
.
9×

10
1
0
 B

q／
年

※
１
 

※
１
：
２
号
炉
お
よ
び
３
号
炉
の
合
計

（
以
下
略
）
 

・
本
文
九
号
に
「
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る

放
射
性
物
質
に
つ
い
て

放
出
管
理
の
目

標
値
を
定
め
、
測
定
を
行
い
、
こ
れ
を
超

え
な
い
よ
う
に
努
め
る
」
と
記
載
が
あ

る
。
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
の
記
載

は
、
放
出
管
理
目
標
値
を
１
号
炉
と
２
号

炉
お
よ
び
３
号
炉
に
分
け
て
設
定
す
る

た
め
、
２
号
炉
お
よ
び
３
号
炉
が
対
象
と

な
る
旨
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
安

規
定
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
放
射
性
気

体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
整
合
し
て
い
る
。
 

・
添
付
書
類
八
に
「
放
射
性
気
体
廃
棄
物
を

発
電
所
外
に
放
出
す
る
場
合
は
、
法
令
に

定
め
ら
れ
た
許
容
濃
度
等
の
制
限
値
を

遵
守
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
発
電
所
周

辺
の
一
般
公
衆
の
被
ば
く
線
量
が
、
「
発

電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量

目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
定
め
る
線
量

目
標
値
を
こ
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
」
と

記
載
が
あ
る
。
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）

の
記
載
は
、
放
出
管
理
目
標
値
を
１
号
炉

と
２
号
炉
お
よ
び
３
号
炉
に
分
け
て
設
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

る
場
合
は
，
法
令
に
定
め
ら
れ
た
許
容
濃
度
等
の
制
限
値
を
遵

守
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
，
発
電
所
周
辺
の
一
般
公
衆
の
被
ば

く
線
量
が
，
「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
目
標

値
に
関
す
る
指
針
」
に
定
め
る
線
量
目
標
値
を
こ
え
な
い
よ
う

に
努
め
る
。
 

放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
所
内
に
貯
蔵
す
る
場
合
は
，
所
定
貯

蔵
設
備
に
お
い
て
厳
重
に
管
理
す
る
。
 

【
添
付
書
類
九
】
 

4.
放
射
性
廃
棄
物
処
理

4.
2 
気
体
廃
棄
物
処
理
 

4.
2.
2 
気
体
廃
棄
物
の
推
定
放
出
量
 

気
体
廃

棄
物

と
し

て
放

出
さ
れ

る
放

射
性

希
ガ

ス
（

以
下

「
希
ガ
ス
」
と
い
う
。）

お
よ
び
放
射
性
よ
う
素
（
以
下
「
よ
う

素
」
と
い
う
。）

の
放
出
量
の
推
定
は
，「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉

施
設
周
辺
の
線
量
目
標
値
に
対
す
る
評
価
指
針
」
に
よ
り
行
う
。 

4.
2.
2.
3 
放
射
性
希
ガ
ス
お
よ
び
放
射
性
よ
う
素
の
放
出
量
 

（
中
略
）
 

(2
)
希
ガ
ス
お
よ
び
よ
う
素
の
放
出
量

ａ
．
希
ガ
ス
の
放
出
量
 

希
ガ
ス
の
放
出
量
お
よ
び
実
効
エ
ネ
ル
ギ
の
計
算
結
果
は
，

第
4.
2－

4
表
に
示
す
と
お
り
と
な
る
。
 

ｂ
．
よ
う
素
の
放
出
量
よ
う
素
の
放
出
量
の
計
算
結
果
は
，
第

4.
2－

5
表
に
示
す
と
お
り
と
な
る
。
 

※
第

4.
2－

4
表
お
よ
び
第

4.
2－

5
表
に
つ
い
て
は
右
欄
の

「
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）」

の
欄
に
記
載

注
）
以
下
は
、
左
欄
の
設
置
許
可
の
記
載
内
容
を
記
載
 

定
す
る
た
め
、
２
号
炉
お
よ
び
３
号
炉
が

対
象
と
な
る
旨
を
記
載
し
た
も
の
で
あ

り
、
保
安
規
定
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、

放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
か
ら
整
合
し
て
い
る
。 

・
添
付
書
類
九
に
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の

放
出
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
保
安
規
定

条
文
（
変
更
後
）
の
記
載
は
、
放
出
管
理

目
標
値
を
１
号
炉
と
２
号
炉
お
よ
び
３

号
炉
に
分
け
て
設
定
す
る
た
め
、
２
号
炉

お
よ
び
３
号
炉
が
対
象
と
な
る
旨
を

記

載
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の

放
出
管
理
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
か
ら

整
合
し
て
い
る
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

【
添
付
書
類
八
】
 

11
.1
2 
記
録
お
よ
び
報
告
 

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
関
す
る
事
項
を
法
令
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
記
録
し
，
保
存
す
る
と
と
も
に
，
必
要

な
機
関
に
報
告
を
行
う
。
 

                                 

（
記
録
）
 

第
１
１
９
条
 
各
課
長
，
当
直
長
お
よ
び
原
子
力
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
は
，
表
１
１
９
－
１
の
う
ち
，
1.
に
つ
い
て
は
保
存
し
，
そ
の
他
に

つ
い
て
は
，
適
正

※
に
作
成
し
，
保
存
す
る
。
な
お
，
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 ２
．
検
査
の
責
任
者
は
，
表
１
１
９
－
２
お
よ
び
表
１
１
９
－
３
に
定
め
る
検
査
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
適
正

※
に
作
成
し
，
保
存
す
る
。
な

お
，
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 ３
．
組
織
は
，
表
１
１
９
－
４
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正

※
に
作
成
し
，
保
存
す
る
。
な
お
，
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
法
令
に

定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

※
適
正
と
は
，
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

 

表
１
１
９
－
１
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合

※
１
 

保
存
期
間
 

1．
使
用
前
確
認
の
結
果
 

確
認
の
都
度
 

同
一

事
項

に
関

す
る

次
の

確
認
の
時
ま
で
の
期
間
 

2．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

監
視

を
実

施
し

た
原

子
炉

施
設

を
解

体
ま

た
は

廃
棄

を
し

た
後

５
年

が
経

過
す

る
ま
で
の
期
間
 

3．
保
全
の
結
果
（
安
全
上
重
要
な
機
器
を
除
く
。）

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏

名
 

実
施
の
都
度
 

保
全

を
実

施
し

た
原

子
炉

施
設

を
解

体
ま

た
は

廃
棄

し
た

後
５

年
が

経
過

す
る

ま
で
の
期
間
 

4．
安
全
上
重
要
な
機
器
の
保
全
の
結
果
（
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
の
有

無
お
よ
び
そ
の
内
容
を
含
む
。）

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

保
全

を
実

施
し

た
原

子
炉

施
設

を
解

体
ま

た
は

廃
棄

し
た

後
５

年
が

経
過

す
る

ま
で
の
期
間
 

5．
保
全
の
結
果
の
確
認
・
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

確
認
・
評
価
を
実
施
し
た
原

子
炉

施
設

を
解

体
ま

た
は

廃
棄

し
た

後
５

年
が

経
過

す
る
ま
で
の
期
間
 

6．
保
全
の
不
適
合
管
理
，
是
正
処
置
，
未
然
防
止
処
置
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の

氏
名
 

実
施
の
都
度
 

不
適
合
管
理
，
是
正
処
置
お

よ
び

未
然

防
止

処
置

を
実

施
し

た
原

子
炉

施
設

を
解

体
ま

た
は

廃
棄

し
た

後
５

年
が

経
過

す
る

ま
で

の
期

間
 

・
添
付
書
類
八
に
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
関
す
る
事
項
を
法
令
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
記
録
し
，
保
存
す
る
」
と

記
載
が
あ
る
。
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）

の
記
載
は
、
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基

づ
き
、
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ

め
行
う
調
査
の
記
録
、
測
定
お
よ
び
評
価

に
係
る
記
録
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
り
、

設
置
許
可
の
記
載
と
整
合
し
て
い
る
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

                                      

7．
保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価

を
実

施
し

た
原

子
炉

施
設
の
施
設
管
理
方
針
，
施

設
管

理
目

標
ま

た
は

施
設

管
理

実
施

計
画

の
改

定
ま

で
の
期
間
 

8．
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価

を
実

施
し

た
原

子
炉

施
設
の
施
設
管
理
方
針
，
施

設
管

理
目

標
ま

た
は

施
設

管
理

実
施

計
画

の
改

定
ま

で
の
期
間
 

9．
熱
出
力
 

原
子
炉
に
１
体
以
上
燃
料

が
装
荷
さ
れ
て
い
る
場
合

連
続
し
て
 

1
0
年
間
 

10
．
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

1
0
年
間
 

11
．
炉
心
の
温
度
 

1
0
年
間
 

12
．
冷
却
材
入
口
温
度
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
お

よ
び
起
動
に
お
い
て
１
時

間
ご
と
 

1
0
年
間
 

13
．
冷
却
材
出
口
温
度
 

1
0
年
間
 

14
．
冷
却
材
圧
力
 

1
0
年
間
 

15
．
冷
却
材
流
量
 

1
0
年
間
 

16
．
制
御
棒
位
置
 

１
年
間
 

17
．
再
結
合
装
置
内
の
温
度
 

同
上
 

１
年
間
 

18
．
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
お
よ
び
減
速
材
の
純
度
な
ら
び
に
こ
れ

ら
の
毎
日
の
補
給
量
 

毎
日
１
回
 

１
年
間
 

19
．
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

配
置
ま
た
は
配
置
替
え
の

都
度
 

取
出
後

1
0
年
間
 

20
．
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果

 
開
始
の
都
度
 

１
年
間
 

21
．
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果

 
停
止
の
都
度
 

１
年
間
 

22
．
運
転
開
始
日
時
 

そ
の
都
度
 

１
年
間
 

23
．
臨
界
到
達
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

24
．
運
転
切
替
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

25
．
緊
急
し
ゃ
断
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

26
．
運
転
停
止
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

27
．
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
の
内
容

※
２
 

同
上
 

１
年
間
 

28
．
運
転
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
運
転
員
の
氏
名
な
ら
び
に
，
こ
れ
ら
の
者
の

交
代
の
日
時
お
よ
び
交
代
時
の
引
継
事
項
 

交
代
の
都
度
 

１
年
間
 

29
．
運
転
上
の
制
限
に
関
す
る
点
検
結
果
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
か
ら
の
逸
脱

が
あ
っ
た
場
合
に
講
じ
た
措
置

 
そ
の
都
度
 

１
年
間
（
た
だ
し
，
運
転
上

の
制

限
か

ら
の

逸
脱

が
あ

っ
た

場
合

に
つ

い
て

は
５

年
間
）
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

                                      

30
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

配
置
ま
た
は
配
置
替
え
の

都
度
 

５
年
間
 

31
．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能
の
量
 

払
出
し
の
都
度
 

1
0
年
間
 

32
．
燃
料
体
の
形
状
ま
た
は
性
状
に
関
す
る
検
査
の
結
果
 

挿
入
前
お
よ
び
取
出
後
 

取
出
後

1
0
年
間
 

33
．
原
子
炉
本
体
，
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
，
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

等
の
放
射
線
し
ゃ
へ
い
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
 

毎
日
運
転
中
１
回
 

1
0
年
間
 

34
．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視
設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は

排
水
監
視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ

い
て
の
平
均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度
に
あ

っ
て
は
毎
日
１
回
，
３
月

間
の
平
均
濃
度
に
あ
っ
て

は
３
月
ご
と
に
１
回
 

1
0
年
間
 

35
．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１
週
間
の
線
量
当
量
，
空
気
中

の
放
射
性
物
質
の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
 

毎
週
１
回
 

1
0
年
間
 

36
．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
，
女
子

※
３
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
，
７
月
１
日
，
１
０
月
１
日
お
よ

び
１
月
１
日
を
始
期
と
す
る
各
３
月
間
の
線
量
な
ら
び
に
本
人
の
申
出

等
に
よ
リ
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女
子
の
放
射
線
業
務
従

事
者
に
あ
っ
て
は
出
産
ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
月
間
の

線
量
 

１
年
間
の
線
量
に
あ
っ
て

は
毎
年
度
１
回
，
３
月
間

の
線
量
に
あ
っ
て
は
３
月

ご
と
に
１
回
，
１
月
間
の

線
量
に
あ
っ
て
は
１
月
ご

と
に
１
回
 

※
４
 

37
．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
が
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

え
た
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該
１
年
間
を
含
む
原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
の
線
量
 

原
子
力
規
制
委
員
会
が
定

め
る
５
年
間
に
お
い
て
毎

年
度
１
回
 

※
４
 

38
．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期

な
ら
び
に
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該
期
間
の
線
量
 

そ
の
都
度
 

※
４
 

39
．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に
就
く
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
当

該
日
以
前
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
お
よ
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定

め
る
５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
の

経
歴
 

そ
の
も
の
が
当
該
業
務
に

就
く
時
 

※
４
 

40
．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
，
そ

の
運
搬
に
使
用
し
た
容
器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
日
時
お
よ
び

経
路
 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

41
．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種
類
，
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に

含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
数
量
，
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入

し
，
ま
た
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
当
該
容
器
の
数
量

お
よ
び
比
重
な
ら
び
に
そ
の
廃
棄
の
日
，
場
所
お
よ
び
方
法
 

 

廃
棄
の
都
度
 

※
５
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

                                      

42
．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
，
ま
た
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に

は
，
そ
の
方
法
 

封
入
ま
た
は
固
型
化
の
都

度
 

※
５
 

43
．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お
よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合

に
は
，
そ
の
状
況
お
よ
び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ
び
除

去
の
都
度
 

１
年
間
 

44
．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復
旧
の
日
時
 

そ
の
都
度
 

※
５
 

45
．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
 

同
上
 

※
５
 

46
．
事
故
の
原
因
 

同
上
 

※
５
 

47
．
事
故
後
の
処
置
 

同
上
 

※
５
 

48
．
風
向
お
よ
び
風
速
 

連
続
し
て
 

1
0
年
間
 

49
．
降
雨
量
 

同
上
 

1
0
年
間
 

50
．
大
気
温
度
 

同
上
 

1
0
年
間
 

51
．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

52
．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
，
項
目
お
よ
び
受
け
た
者
の
氏
名
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

53
．
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
の
状
況
の
評
価
 

策
定
の
都
度
 

※
５
 

54
．
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た
保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知
見
の

反
映
状
況
の
評
価
 

策
定
の
都
度
 

※
５
 

55
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
発
生
状
況
お
よ
び
汚
染
の
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
結
果

※
６
 

調
査
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

56
.放

射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
材
質
お
よ
び
重
量

※
６
 

調
査
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

57
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
に
つ
い
て
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
除
去
を

行
っ
た
場
合
は
，
そ
の
結
果

※
６
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

58
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
計
算
に
よ
る
評
価

を
行
っ
た
場
合
は
，
そ
の
計
算
条
件
お
よ
び
結
果

※
６
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

59
.評

価
に
用
い
る
放
射
性
物
質
の
選
択
を
行
っ
た
結
果

※
６
 

選
択
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

60
.放

射
能
濃
度
の
決
定
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
結
果

※
６
 

評
価
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

61
.放

射
性
物
質
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
条
件

※
７
 

測
定
又
は
評
価
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

62
.放

射
能
濃
度
の
測
定
結
果

※
７
 

測
定
又
は
評
価
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

63
.放

射
能
濃
度
確
認
対
象
物
中
の
放
射
能
濃
度
の
決
定
を
行
っ
た
結
果

※
７
 

測
定
又
は
評
価
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

64
.測

定
に
用
い
た
放
射
線
測
定
装
置
の
点
検
・
校
正
・
保
守
・
管
理
を
行
っ
た

結
果

※
７
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

                

65
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定
お
よ
び
評
価
に
係
る
教
育
・
訓
練
の
実

施
日
時
お
よ
び
項
目

※
７
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

66
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
点
検
等
を
行
っ
た
結
果
に
係

る
記
録
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た

後
1
0
年
間
 

※
１
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
，
点
検
，
故
障
ま
た
は
消
耗
品
の
取
替
に
よ
り
記
録
不
能
な
期
間

を
除
く
。
 

※
２
：「

警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
」
と
は
，
技
術
基
準
規
則
第
４
７
条
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
に
規
定
す
る
範
囲
の
警
報
を
い
う
。
 

※
３
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
４
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
た
場
合
に

お
い
て
，
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。
 

※
５
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
，
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
，
原
子
力
規
制
委
員
会

の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

※
６
：
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
中
の
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
行
う
調
査
に
係
る
記
録
 

※
７
：
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定
お
よ
び
評
価
に
係
る
記
録
 

 

－
 

（
目
的
）
 

第
１
２
１
条
 
こ
の
規
定
第
２
編
は
，
原
子
炉
等
規
制
法
第
４
３
条
の
３
の
２
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
廃
止
措
置
段
階
の
う
ち
，
原
子
炉

本
体
周
辺
設
備
等
解
体
撤
去
期
間
中
に
お
け
る
島
根
原
子
力
発
電
所
１
号
炉
原
子
炉
施
設
（
本
編
に
お
い
て
，
以
下
「
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
。
）

の
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
本
編
に
お
い
て
，
以
下
「
保
安
活
動
」
と
い
う
。
）
を
定
め
，
核
燃
料
物
質
等
ま
た
は
原
子
炉
に
よ
る
災
害

の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

                 

・
設
置
許
可
に
記
載
は
な
く
、
設
置
許
可
と

保
安
規
定
記
載
に
齟
齬
は
な
い
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

【
本
文
九
】
 

九
 
発
電
用

原
子
炉
施

設
に
お

け
る
放
射

線
の
管
理

に
関
す

る
事
項
 

ロ
 
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
関
す
る
事
項
 

(4
) 

固
体
廃
棄
物
の
保
管
管
理

 

固
体
廃
棄
物
に
は
，
濃
縮
廃
液
，
使
用
済
樹
脂
，
フ
ィ

ル
タ
・
ス
ラ
ッ
ジ
等
を
ド
ラ
ム
缶
詰
め
処
理
し
た
も
の
，

使
用
済
フ
ィ
ル
タ
，
布
，
紙
等
の
雑
固
体
廃
棄
物
お
よ
び

使
用
済
制
御
棒
等
が
あ
る
。
 

固
体
廃
棄
物
を
詰
め
た
ド
ラ
ム
缶
等
は
，
発
電
所
敷
地

内
の
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
所
に
貯
蔵
保
管
し
，
そ
の
後
必
要

な
措
置
を
と
る
。
 

ま
た
，
一
部
の
不
燃
性
雑
固
体
廃
棄
物
は
放
射
性
物
質

が
飛
散
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
固
体
廃
棄
物
貯
蔵

所
に
貯
蔵
保
管
し
，
そ
の
後
必
要
な
措
置
を
と
る
。
 

（
以
下
略
）
 

  【
添
付
書
類
九
】
 

変
更
後
に
お

け
る
発
電

用
原
子

炉
施
設
の

放
射
線
の

管
理
に

関
す
る
説
明
書
 

4.
 
放
射
性
廃
棄
物
処
理
 

4.
4 

固
体
廃
棄
物
処
理
 

4.
4.
2 

保
管
管
理
 

固
体
廃
棄
物
を
詰
め
た
ド
ラ
ム
缶
等
は
，
発
電
所
敷
地

内
の
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
所
に
貯
蔵
保
管
し
，
そ
の
後
必
要

な
措
置
を
と
る
。
 

ま
た
，
一
部
の
不
燃
性
雑
固
体
廃
棄
物
は
放
射
性
物
質

が
飛
散
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
固
体
廃
棄
物
貯
蔵

所
に
貯
蔵
保
管
し
，
そ
の
後
必
要
な
措
置
を
と
る
。
 

（
以
下
略
）
 

 

      

（
解
体
撤
去
物
の
管
理
）
 

第
１
４
１
条
の
２
 
各
課
長
は
，
管
理
区
域
内
に
お
け
る
廃
止
措
置
工
事
で
発
生
し
た
解
体
撤
去
物
を
「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」，
「
放

射
性
物
質
と
し
て
扱
う
必
要
の
な
い
も
の
と
し
て
処
理
す
る
か
放
射
性
固
体
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
か
を
判
断
す
る
前
段
階
の
も
の
で
，
廃

止
措
置
計
画
に
基
づ
き
，
管
理
区
域
内
に
設
置
す
る
解
体
撤
去
物
の
保
管
を
行
う
エ
リ
ア
（
以
下
，
本
条
お
よ
び
次
条
に
お
い
て
「
保
管
エ
リ

ア
」
と
い
う
。）

に
保
管
す
る
も
の
（
以
下
，「

解
体
保
管
物
」
と
い
う
。）
」
ま
た
は
「
放
射
性
固
体
廃
棄
物
」
に
分
別
し
，
次
の
事
項
を
実
施

す
る
。
 

（
１
）「

放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
は
，
第
１
５
２
条
（
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
の
管
理
）
第
３
項
に
従
い
管
理
す
る
。
 

（
２
）「

解
体
保
管
物
」
は
，
ポ
リ
袋
で
養
生
す
る
こ
と
等
に
よ
り
，
汚
染
の
広
が
り
な
ら
び
に
異
物
の
混
入
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ
る
追
加
的

な
汚
染
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
う
え
で
，
次
の
事
項
に
従
い
，
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る
。
 

 
 
イ
．
容
器
（
メ
ッ
シ
ュ
型
容
器
ま
た
は
ド
ラ
ム
缶
を
い
う
。
以
下
，
本
条
お
よ
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
収
納
ま
た
は
梱
包
す
る
こ
と
。 

 
 
ロ
．
放
射
能
レ
ベ
ル
区
分

※
１
が
異
な
る
解
体
保
管
物
を
同
じ
容
器
に
収
納
し
な
い
こ
と
。
 

 
 
ハ
．
容
器
お
よ
び
梱
包
し
た
解
体
保
管
物
の
表
面
の
線
量
当
量
率
が
，
表
１
４
１
の
２
－
１
に
示
す
各
保
管
エ
リ
ア
の
「
容
器
の
最
大
表
面
線

量
当
量
率
」
を
超
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
，
課
長
（
放
射
線
管
理
）
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。
 

 
 
ニ
．
容
器
お
よ
び
梱
包
し
た
解
体
保
管
物
の
保
管
数
が
，
表
１
４
１
の
２
－
１
に
示
す
各
保
管
エ
リ
ア
の
「
最
大
保
管
個
数
」
を
超
え
な
い

こ
と
に
つ
い
て
，
課
長
（
放
射
線
管
理
）
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。
 

（
３
）「

放
射
性
固
体
廃
棄
物
」
は
，
第
１
５
１
条
（
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）
第
１
項
（
４
）
に
従
い
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
所
に
保
管
す
る
。 

２
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
第
１
項
（
２
）
に
従
い
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
さ
れ
た
容
器
に
は
，「

解
体
保
管
物
」
を
示
す
標
識
を
付
け
，「

解

体
保
管
物
」
に
係
る
記
録
と
照
合
で
き
る
整
理
番
号
を
付
け
る
。
 

 ※
１
：
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
放
射
能
レ
ベ
ル
区
分
（
Ｌ
３
お
よ
び
Ｃ
Ｌ
）
 

 表
１
４
１
の
２
－
１
 

１
号
炉
に
設
置
す
る
保
管
エ
リ
ア
 

建
物
 

Ｅ
Ｌ
 

保
管
エ
リ
ア
 

容
器
の
最
大
表
面
線
量
当
量
率

 
最
大
保
管
個
数

※
２
 

原
子
炉
建
物
 

3,
10
0 

地
下
２
階
 

２
mS

v/
h 

2
,
6
1
9
個
 

15
,3
00
 

１
階
 

0.
01
mS
v/

h 
1
,
8
3
0
個
 

23
,8
00
 

２
階
①
 

0.
01
mS
v/

h 
2
9
7
個
 

23
,8
00
 

２
階
②
 

２
mS

v/
h 

1
,1
1
6
個
 

31
,0
00
 

３
階
 

２
mS

v/
h 

6
0
3
個
 

36
,1
00
 

４
階
 

２
mS

v/
h 

7
9
5
個
 

廃
棄
物
処
理
建
物
 

15
,3
00
 

２
階
 

２
mS

v/
h 

2
6
1
個
 

タ
ー
ビ
ン
建
物
 

1,
50
0 

１
階
 

0.
5m

Sv
/h
 

5
,7
8
4
個
 

8,
80
0 

２
階
①
 

0.
01
mS
v/

h 
1
,
1
0
1
個
 

8,
80
0 

２
階
②
 

0.
5m

Sv
/h
 

3
,
2
9
1
個
 

8,
80
0 

２
階
③
 

0.
01

mS
v/

h 
3
1
8
個
 

15
,9
00
 

３
階
 

0.
01
mS
v/

h 
4
,
7
46

個
 

※
２
：
メ
ッ
シ
ュ
型
容
器
で
保
管
し
た
場
合
の
保
管
個
数
 

       

・
本
文
九
号
お
よ
び
添
付
書
類
九
に
「
固
体

廃
棄
物
を
詰
め
た
ド
ラ
ム
缶
等
は
，
発
電

所
敷
地
内
の
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
所
に
貯

蔵
保
管
し
，
そ
の
後
必
要
な
措
置
を
と

る
。
」
と
記
載
が
あ
る
。
放
射
性
固
体
廃

棄
物
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
管
理

か
ら
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
変

更
内
容
は
設
置
許
可
と
整
合
し
て
い
る
。 

 
ま
た
、
解
体
撤
去
物
の
う
ち
解
体
保
管
物

に
つ
い
て
は
、
今
回
新
た
に
定
義
し
た
も

の
で
あ
り
、
設
置
許
可
に
記
載
は
な
く
、

変
更
内
容
と
設
置
許
可
に
齟
齬
は
な
い
。 

                          

13 / 41



赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

－
 

（
保
管
エ
リ
ア
の
管
理
）
 

第
１
４
１
条
の
３
 
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
保
管
エ
リ
ア
を
壁
，
柵
等
の
区
画
物
に
よ
っ
て
区
画
す
る
他
，
保
管
エ
リ
ア
の
目
に
付
き
や
す

い
場
所
に
保
管
エ
リ
ア
で
あ
る
旨
を
掲
示
す
る
。
 

２
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
保
管
エ
リ
ア
に
係
る
次
の
事
項
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
，
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

（
１
）「

解
体
保
管
物
」
の
保
管
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
，
１
週
間
に
１
回
，
保
管
エ
リ
ア
を
巡
視
す
る
。
 

（
２
）
１
箇
月
に
１
回
，「

解
体
保
管
物
」
を
収
納
し
た
容
器
の
保
管
数
を
確
認
す
る
。
 

３
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
保
管
エ
リ
ア
の
目
に
付
き
や
す
い
場
所
に
管
理
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
。
 

・
設
置
許
可
に
記
載
は
な
く
、
変
更
内
容
と

設
置
許
可
に
齟
齬
は
な
い
。
 

 

－
 

（
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
管
理
）
 

第
１
５
１
条
の
２
 
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
取
扱

い
に
関
す
る
次
の
業
務
を
管
理
す
る
。
 

（
１
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
保
管
管
理
 

（
２
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
お
よ
び
評
価
 

 ２
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定

お
よ
び
評
価
前
の
保
管
管
理
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
性
状
に
応
じ
て
分
別
，
除
染
お
よ
び
切
断
を
行
っ
た
上
で
，
表
１
１
９
－
１
の
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
に

係
る
記
録
と
照
合
で
き
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
２
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
に
つ
い
て
，
放
射
能
濃
度
の
測
定
を
行
う
場
所
に
運
搬
す
る
ま
で
の
間
，
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
以
外
の
異

物
の
混
入
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
保
管
す
る
。
 

（
３
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
保
管
状
況
を
１
箇
月
に
１
回
確
認
す
る
。
 

 ３
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定

お
よ
び
評
価
な
ら
び
に
そ
の
後
の
保
管
管
理
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
運
搬
に
あ
た
っ
て
は
，
放
射
性
物
質
に
よ
る
追
加
的
な
汚
染
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
２
）
原
子
炉
等
規
制
法
第
６
１
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
放
射
能
濃
度
の
測
定
お
よ
び
評
価
の
方
法
に
従
い
，
放
射
能

濃
度
確
認
対
象
物
以
外
の
異
物
の
混
入
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ
る
追
加
的
な
汚
染
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
，
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物

の
放
射
能
濃
度
の
測
定
お
よ
び
評
価
を
行
う
。
 

（
３
）
第
３
項
（
２
）
の
測
定
お
よ
び
評
価
の
結
果
，
放
射
能
濃
度
確
認
規
則
に
定
め
る
放
射
能
濃
度
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
，
放
射
能
濃
度

の
測
定
前
の
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
お
よ
び
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
以
外
の
異
物
の
混
入
を
防
止
す
る
措
置
な
ら
び
に
放
射
性
物
質

に
よ
る
追
加
的
な
汚
染
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
保
管
す
る
。
 

（
４
）
第
３
項
（
２
）
の
測
定
お
よ
び
評
価
の
結
果
，
放
射
能
濃
度
確
認
規
則
に
定
め
る
放
射
能
濃
度
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
，
除
染
等

を
行
い
，
測
定
お
よ
び
評
価
を
行
う
。
ま
た
は
，
第
８
６
条
の
１
に
基
づ
き
，
放
射
性
固
体
廃
棄
物
と
し
て
管
理
す
る
。
 

      

・
設
置
許
可
に
記
載
は
な
く
、
設
置
許
可
と

保
安
規
定
記
載
に
齟
齬
は
な
い
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

【
本
文
九
】
 

九
 
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す

る
事
項
 

イ
 
核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
に
よ
る
放
射
線
被
ば
く
の
管
理
の
方
法
 

(6
) 

放
射
性
廃
棄
物
の
放
出
管
理
 

気
体
お
よ
び
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
当
た
っ
て
は
，
周

辺
監
視
区
域
外
の
空
気
中
お
よ
び
水
中
の
放
射
性
物
質
の

濃
度
が
「
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
値
を

超
え
な
い
よ
う
に
厳
重
な
管
理
を
行
う
。
 

さ
ら
に
，「

線
量
目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
，

発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
放
出
管

理
の
目
標
値
を
定
め
，「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
お

け
る
放
出
放
射
性
物
質
の
測
定
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ

く
測
定
を
行
い
，
こ
れ
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
 

（
中
略
）
 

(ⅱ
) 

液
体
廃
棄
物
 

平
常
運
転
時
に
液
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
に
は
あ

ら
か
じ
め
，
タ
ン
ク
に
お
い
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
，
放
射

性
物
質
の
濃
度
を
測
定
し
，
放
出
量
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
，
放
出
さ
れ
る
液
体
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

は
，
液
体
廃
棄
物
処
理
系
排
水
モ
ニ
タ
に
よ
っ
て
常
に
監

視
す
る
。
 

 【
添
付
書
類
九
】
 

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
放
射
線
の
管
理
に

関
す
る
説
明
書
 

4.
 
放
射
性
廃
棄
物
処
理
 

4.
3 

液
体
廃
棄
物
処
理
 

4.
3.
2 

液
体
廃
棄
物
の
推
定
発
生
量
 

平
常
運
転
時
に
発
生
す
る
液
体
廃
棄
物
に
つ
い
て
，
先

行
炉
の
運
転
実
績
お
よ
び
設
計
運
転
条
件
を
基
に
推
定
し

た
発
生
量
お
よ
び
環
境
放
出
量
を
第

4.
3－

1
表
に
示
す
。
 

な
お
，
ト
リ
チ
ウ
ム
の
環
境
放
出
量
に
つ
い
て
は
，
先

行
炉
の
実
績
等
を
考
慮
す
る
と
年
間

3.
7×

10
12
Bq

以
下
と

推
定
さ
れ
る
。
 

液
体
廃
棄
物
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
線
量
の
評
価
を

行
う
際
に
は
，
液
体
廃
棄
物
処
理
系
統
の
運
用
の
変
動
を

（
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
５
４
条
 
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
は
，
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
よ
り
放
出
す
る
と
と
も
に
，
次

の
事
項
を
管
理
す
る
。
 

（
１
）
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
箇
月
平
均
値
が
，
法
令
に
定
め
る
周
辺

監
視
区
域
外
に
お
け
る
水
中
の
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。
 

（
２
）
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
（
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
。
）
の
放
出
量
が
，
表
１
５
４
－
１
に
定
め
る
放
出
管
理
目
標

値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
 

２
．
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
量
が
，
表
１
５
４
－
２
に
定
め
る
放
出
管
理
の
基
準
値

を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

 

３
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
表
１
５
４
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
，
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
，
そ
の
結
果
を
課
長
（
第
一
発
電
）

に
通
知
す
る
。
 

 表
１
５
４
－
１
 項

 
 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

 

（
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
。
）

 
2
.
8
×

1
0
８
B
q
／
年

 

  表
１
５
４
－
２
 項

 
 
目

 
放
出
管
理
の
基
準
値

 

ト
リ
チ
ウ
ム

 
3
.
4
×

1
0
1
0 B
q
／
年

 

  

（
以
下
略
）
 

 

・
本
文
九
号
に
「
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る

放
射
性
物
質
に
つ
い
て
放
出
管
理
の
目

標
値
を
定
め
、
測
定
を
行
い
、
こ
れ
を
超

え
な
い
よ
う
に
努
め
る

」
と
記
載
が
あ

る
。
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
の
記
載

は
、
放
出
管
理
目
標
値
を
１
号
炉
と
２
号

炉
お
よ
び
３
号
炉
に
分
け
て
設
定
す
る

た
め
１
号
炉
の
み
が
対
象
と
な
る
旨

を

記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
安
規
定
に
基

づ
き
、
引
き
続
き
、
放
射
性
気
体
廃
棄
物

の
放
出
管
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
整
合
し
て
い
る
。
 

            ・
添
付
書
類
九
に
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の

放
出
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
保
安
規
定

条
文
（
変
更
後
）
の
記
載
は
、
放
出
管
理

目
標
値
を
１
号
炉
と
２
号
炉
お
よ
び
３

号
炉
に
分
け
て
設
定
す
る
た
め
、
１
号
炉

の
み
が
対
象
と
な
る
旨

を
記
載
し
た
も

の
で
あ
り
、
保
安
規
定
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
か
ら
整
合
し
て

い
る
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

考
慮
し
て
液
体
廃
棄
物
の
年
間
放
出
量
は
，
ト
リ
チ
ウ
ム

を
除
き

3.
7×

10
10
Bq
，
ト
リ
チ
ウ
ム
は

3.
7×

10
12
Bq
 と

す
る
。
 

【
本
文
九
】
 

九
 
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す

る
事
項
 

イ
 
核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
に
よ
る
放
射
線
被
ば
く
の
管
理
の
方
法
 

(6
) 

放
射
性
廃
棄
物
の
放
出
管
理
 

気
体
お
よ
び
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
当
た
っ
て
は
，
周

辺
監
視
区
域
外
の
空
気
中
お
よ
び
水
中
の
放
射
性
物
質
の

濃
度
が
「
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
値
を

超
え
な
い
よ
う
に
厳
重
な
管
理
を
行
う
。
 

さ
ら
に
，「

線
量
目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
，

発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
放
出
管

理
の
目
標
値
を
定
め
，「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
お

け
る
放
出
放
射
性
物
質
の
測
定
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ

く
測
定
を
行
い
，
こ
れ
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
 

（
中
略
）
 

(ⅰ
) 

気
体
廃
棄
物
 

平
常

運
転
時

に
気
体

廃
棄
物
を

大
気

中
に

放
出
す

る
場

合
は
，
排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
排
気
筒
モ
ニ
タ
等

に
よ
っ
て
連
続
監
視
す
る
。
 

 【
添
付
書
類
九
】
 

4.
 
放
射
性
廃
棄
物
処
理
 

4.
2 

気
体
廃
棄
物
処
理
 

4.
2.
3 

放
出
管
理
 

気
体
廃
棄
物
の
放
出
に
当
た
っ
て
は
，
排
気
筒
に
お
い
て

放
出
放
射
性
物
質
を
測
定
し
，
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る

線
量
お

よ
び

放
射

性
物

質
の
濃

度
が

，
経

済
産

業
省

告
示

「
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
，
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の

規
定
に
基
づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
周

辺
監
視

区
域

外
に

お
け

る
線
量

限
度

お
よ

び
空

気
中

の
濃

度
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
「
発
電
用
軽
水

型
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
目
標
値
に
関
す
る
指
針
」
に
基

づ
き
，
希
ガ
ス
お
よ
び
よ
う
素
の
放
出
管
理
目
標
値
を
下
表

の
よ
う
に
設
定
し
，
こ
れ
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
 

（
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
５
５
条
 
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
放
射
性
気
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
は
，
表
１
５
５
－
１
に
示
す
排
気
筒
等
よ
り
放
出
す
る
と
と

も
に
，
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。
 

（
１
）
排
気
筒
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
建
物
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度

の
３
箇
月
平
均
値
が
，
法
令
に
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
空
気
中
の
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。
 

（
２
）
排
気
筒
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
建
物
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
物
質
（
粒
子
状
物
質
（
コ
バ
ル
ト

60
）
）
の
放
出
量
が
，
表
１
５
５
－
１
に
定

め
る
放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
 

２
．
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
表
１
５
５
－
２
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
，
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
，
そ
の
結
果
を
課
長
（
第
一
発
電
）

に
通
知
す
る
。
 

３
．
表
１
５
５
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
以
外
の
場
所
に
お
い
て
換
気
を
行
う
場
合
は
，
次
の
事
項
を
行
う
。
た
だ
し
，
第
１
５
９
条
（
管
理
区
域

内
に
お
け
る
区
域
区
分
）
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
等
に
お
け
る
換
気
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
１
）
各
課
長
は
，
フ
ィ
ル
タ
ー
付
局
所
排
気
装
置
等
に
よ
り
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
拡
散
防
止
措
置
を
行
う
。
 

（
２
）
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
表
１
５
５
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
，
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
，
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域

に
係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
，
換
気
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
空
気
中
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
法
令
に
定
め
る
管

理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

表
１
５
５
－
１
 

項
 

 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

 
 

 
 

 
 
粒
子
状
物
質

 

（
コ
バ
ル
ト

 
60
）

 

2
.
0×

10
8
 
B
q／

年
 

 表
１
５
５
－
２
 

分
 
類

 
排
気
筒
等
 

測
定
項
目
 

計
測
器
種
類
 

測
定
頻
度
 

放
射
性
気
体

 

廃
棄
物

 

･
排
気
筒

 

･
タ
ー
ビ
ン

 建
物

 排
気
筒
 

希
ガ
ス
濃
度
 

排
気
筒
モ
ニ
タ
 

常
 
時
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 

１
週
間
に
１
回
 

（
以
下
略
）
 

・
本
文
九
号
に
「
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る

放
射
性
物
質
に
つ
い
て

放
出
管
理
の
目

標
値
を
定
め
、
測
定
を
行
い
、
こ
れ
を
超

え
な
い
よ
う
に
努
め
る
」
と
の
記
載
が
あ

る
。
保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
の
記
載

は
、
こ
れ
ま
で
の
希
ガ
ス
お
よ
び
よ
う
素

か
ら
粒
子
状
物
質
に
変
更
す
る
こ
と
を

記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
安
規
定
に
基

づ
き
、
引
き
続
き
、
放
射
性
気
体
廃
棄
物

の
放
出
管
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
整
合
し
て
い
る
。
 

       ・
添
付
書
類
九
に
お
い
て
、「

気
体
廃
棄
物

の
放
出
に
当
た
っ
て
は
，
排
気
筒
に
お
い

て
放
出
放
射
性
物
質
を
測
定
し
，
周
辺
監

視
区
域
外
に
お
け
る
線
量

お
よ
び
放
射

性
物
質
の
濃
度
が
，
周
辺
監
視
区
域
外
に

お
け
る
線
量
限
度
お
よ
び
空
気
中
の
濃

度
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
希
ガ
ス
お
よ
び
よ
う
素
の
放
出
管

理
目
標
値
を
設
定
し
、
こ
れ
を
超
え
な
い

よ
う
に
努
め
る
。」

と
の
記
載
が
あ
る
。

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
の
記
載
は
、

こ
れ
ま
で
の
希
ガ
ス
お
よ
び
よ
う
素
か

ら
粒
子
状
物
質
に
変
更
す
る
こ
と
を
記

載
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
安
規
定
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
、
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の

放
出
管
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

整
合
し
て
い
る
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

－
 

（
記
録
）
 

第
１
８
９
条
 
各
課
長
，
当
直
長
お
よ
び
原
子
力
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
は
，
表
１
８
９
－
１
の
う
ち
，
1.
に
つ
い
て
は
保
存
し
，
そ
の
他
に

つ
い
て
は
，
適
正

※
に
作
成
し
，
保
存
す
る
。
な
お
，
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 ２
．
検
査
の
責
任
者
は
，
表
１
８
９
－
２
に
定
め
る
検
査
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
適
正

※
に
作
成
し
，
保
存
す
る
。
な
お
，
記
録
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
，
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 ３
．
組
織
は
，
表
１
８
９
－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正

※
に
作
成
し
，
保
存
す
る
。
な
お
，
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
法
令
に

定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 ４
．
各
課
長
お
よ
び
当
直
長
は
，
表
１
８
９
－
４
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
保
存
す
る
。
 

※
適
正
と
は
，
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

 

表
１
８
９
－
１
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合

※

１
 

保
存
期
間
 

1．
使
用
前
確
認
の
結
果
 

確
認
の
都
度
 

同
一

事
項

に
関

す
る

次
の

確

認
の
時
ま
で
の
期
間
 

2．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

監
視

を
実

施
し

た
原

子
炉

施

設
を

解
体

ま
た

は
廃

棄
を

し

た
後

５
年

が
経

過
す

る
ま

で

の
期
間
 

3．
保
全
の
結
果
（
安
全
上
重
要
な
機
器
を
除
く
。）

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

保
全

を
実

施
し

た
原

子
炉

施

設
を

解
体

ま
た

は
廃

棄
し

た

後
５

年
が

経
過

す
る

ま
で

の

期
間
 

4．
安
全
上
重
要
な
機
器
の
保
全
の
結
果
（
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
の
有
無

お
よ
び
そ
の
内
容
を
含
む
。）

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

保
全

を
実

施
し

た
原

子
炉

施

設
を

解
体

ま
た

は
廃

棄
し

た

後
５

年
が

経
過

す
る

ま
で

の

期
間
 

5．
保
全
の
結
果
の
確
認
・
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

確
認
・
評
価
を
実
施
し
た
原
子

炉
施

設
を

解
体

ま
た

は
廃

棄

し
た

後
５

年
が

経
過

す
る

ま

で
の
期
間
 

 

 
 

・
設
置
許
可
に
記
載
は
な
く
、
設
置
許
可
と

保
安
規
定
記
載
に
齟
齬
は
な
い
。
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

6．
保
全
の
不
適
合
管
理
，
是
正
処
置
，
未
然
防
止
処
置
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏

名
 

実
施
の
都
度
 

不
適
合
管
理
，
是
正
処
置
お
よ

び
未

然
防

止
処

置
を

実
施

し

た
原

子
炉

施
設

を
解

体
ま

た

は
廃

棄
し

た
後

５
年

が
経

過

す
る
ま
で
の
期
間
 

7．
保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価

を
実

施
し

た
原

子
炉

施

設
の
施
設
管
理
方
針
，
施
設
管

理
目

標
ま

た
は

施
設

管
理

実

施
計
画
の
改
定
ま
で
の
期
間
 

8．
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価

を
実

施
し

た
原

子
炉

施

設
の
施
設
管
理
方
針
，
施
設
管

理
目

標
ま

た
は

施
設

管
理

実

施
計
画
の
改
定
ま
で
の
期
間
 

９
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

配
置
ま
た
は
配
置
替

え
の
都
度
 

５
年
間
 

10
．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能
の
量
 

払
出
し
の
都
度
 

10
年
間
 

11
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
，
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の
放
射
線
遮
へ

い
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
 

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵

施
設
の
記
録
に
あ
っ

て
は
毎
日
１
回
，
使

用
済
燃
料
の
貯
蔵
施

設
以
外
の
記
録
に
あ

っ
て
は
毎
週
１
回
 

1
0
年
間
 

12
．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視
設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排

水
監
視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ
い
て

の
平
均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度

に
あ
っ
て
は
毎
日
１

回
，
３
月
間
の
平
均

濃
度
に
あ
っ
て
は
３

月
ご
と
に
１
回
 

1
0
年
間
 

13
．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１
週
間
の
線
量
当
量
，
空
気
中
の

放
射
性
物
質
の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
 

毎
週
１
回
 

1
0
年
間
 

14
．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
，
女
子

※
３

の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
，
７
月
１
日
，
１
０
月
１
日
お
よ
び
１

月
１
日
を
始
期
と
す
る
各
３
月
間
の
線
量
な
ら
び
に
本
人
の
申
出
等
に
よ

リ
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女
子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
あ

っ
て
は
出
産
ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
月
間
の
線
量
 

１
年
間
の
線
量
に
あ

っ
て

は
毎

年
度

１

回
，
３
月
間
の
線
量

に
あ
っ
て
は
３
月
ご

と
に
１
回
，
１
月
間

の
線
量
に
あ
っ
て
は

１
月
ご
と
に
１
回
 

※
３
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

15
．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
が
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

た
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該
１
年
間
を
含
む
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定

め
る
５
年
間
の
線
量
 

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
に

お
い
て
毎
年
度
１
回
 

※
３
 

16
．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期
な

ら
び
に
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該
期
間
の
線
量
 

そ
の
都
度
 

※
３
 

17
．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に
就
く
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
当
該

日
以
前
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
お
よ
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る

５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
 

そ
の
も
の
が
当
該
業

務
に
就
く
時
 

※
３
 

18
．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
，
そ
の

運
搬
に
使
用
し
た
容
器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
日
時
お
よ
び
経
路
 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

19
．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種
類
，
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含

ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
数
量
，
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
，
ま

た
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び

比
重
な
ら
び
に
そ
の
廃
棄
の
日
，
場
所
お
よ
び
方
法
 

廃
棄
の
都
度
 

※
４
 

20
．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
，
ま
た
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
，

そ
の
方
法
 

封
入
ま
た
は
固
型
化

の
都
度
 

※
４
 

21
．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お
よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に

は
，
そ
の
状
況
お
よ
び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ

び
除
去
の
都
度
 

１
年
間
 

22
．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復
旧
の
日
時
 

そ
の
都
度
 

※
４
 

23
．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
 

同
上
 

※
４
 

24
．
事
故
の
原
因
 

同
上
 

※
４
 

25
．
事
故
後
の
処
置
 

同
上
 

※
４
 

26
．
風
向
お
よ
び
風
速
 

連
続
し
て
 

1
0
年
間
 

27
．
降
雨
量
 

同
上
 

1
0
年
間
 

28
．
大
気
温
度
 

同
上
 

1
0
年
間
 

29
．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

30
．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
，
項
目
お
よ
び
受
け
た
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

３
年
間
 

31
．
廃
止
措
置
に
係
る
工
事
の
方
法
，
時
期
お
よ
び
対
象
と
な
る
原
子
炉
施
設
の

設
備
の
名
称
 

廃
止
措
置
計
画
に
記

載
さ
れ
た
工
事
の
各

工
程
の
終
了
の
都
度
 

※
４
 

32
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
発
生
状
況
お
よ
び
汚
染
の
状
況
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
結
果

※
５
 

調
査
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

10
年
間
 

  

33
.放

射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
材
質
お
よ
び
重
量

※
５
 

調
査
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

10
年
間
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赤
下
線
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

設
置
許
可
記
載
 

保
安
規
定
条
文
（
変
更
後
）
 

設
置
許
可
と
の
整
合
性
説
明
 

34
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
に
つ
い
て
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
除
去
を
行

っ
た
場
合
は
，
そ
の
結
果

※
５
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

10
年
間
 

35
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
計
算
に
よ
る
評
価
を

行
っ
た
場
合
は
，
そ
の
計
算
条
件
お
よ
び
結
果

※
５
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

1
0
年
間
 

36
.評

価
に
用
い
る
放
射
性
物
質
の
選
択
を
行
っ
た
結
果

※
５
 

選
択
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

1
0
年
間
 

37
.放

射
能
濃
度
の
決
定
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
結
果

※
５
 

評
価
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

1
0
年
間
 

38
.放

射
性
物
質
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
条
件

※
６
 

測
定
又
は
評
価
の
都

度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

10
年
間
 

39
.放

射
能
濃
度
の
測
定
結
果

※
６
 

測
定
又
は
評
価
の
都

度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

1
0
年
間
 

40
.放

射
能
濃
度
確
認
対
象
物
中
の
放
射
能
濃
度
の
決
定
を
行
っ
た
結
果

※
６
 

測
定
又
は
評
価
の
都

度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

1
0
年
間
 

41
.測

定
に
用
い
た
放
射
線
測
定
装
置
の
点
検
・
校
正
・
保
守
・
管
理
を
行
っ
た
結

果
※
６
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

10
年
間
 

42
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定
お
よ
び
評
価
に
係
る
教
育
・
訓
練
の
実
施

日
時
お
よ
び
項
目

※
６
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

10
年
間
 

43
.
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
点
検
等
を
行
っ
た
結
果
に
係
る

記
録
 

そ
の
都
度
 

発
電
所
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後

1
0
年
間
 

 ※
１
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
，
点
検
，
故
障
ま
た
は
消
耗
品
の
取
替
に
よ
り
記
録
不
能
な
期
間

を
除
く
。
 

※
２
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
３
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
た
場
合
に

お
い
て
，
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。
 

※
４
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
，
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
，
原
子
力
規
制
委
員
会

の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

※
５
：
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
中
の
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
行
う
調
査
に
係
る
記
録
 

※
６
：
放
射
能
濃
度
確
認
対
象
物
の
測
定
お
よ
び
評
価
に
係
る
記
録
 

 

以
 
上
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令和６年１月 23 日 

中国電力株式会社 

 

保安規定審査基準の要求事項に対する保安規定の変更内容について 

 

 島根原子力発電所１号炉廃止措置計画変更認可申請書の反映ならびに島根原子力発電所１号炉 

および２号炉の撤去済み蒸気タービンのクリアランス制度を適用する上で必要な保安管理措置を規

定することに伴う保安規定の変更認可申請について、変更対象としている条文に該当する保安規定

審査基準を下表に整理する。 

1. 第 1 編 運転段階の発電用原子炉施設編（2号炉および 3号炉に係る保安措置） 

保安規定審査基準（実用炉） 保安規定条文 変更概要 備考 

実用炉規則第

92条第 1項第

11 号 

【線量、線量

当量、汚染の

除去等】 

７.原子炉等規制法第６１条の

２第２項により認可を受けた

場合においては、同項により

認可を受けた放射能濃度の測

定および評価の方法に基づ

き、当該認可を受けた申請書

等において記載された内容を

満足するよう、同条第１項の

確認を受けようとする物に含

まれる放射性物質の放射能濃

度の測定および評価を行い、

適切に取り扱うことが定めら

れていること。なお、この事項

は、放射性廃棄物との仕分け

等を明確にするため、第１４

号における放射性廃棄物の管

理に関する事項と併せて定め

られていてもよい。 

第 86 条の

２ 

放射能濃

度確認対

象物およ

び放射能

濃度の確

認を受け

た物の管

理 

撤去済み蒸気

タービンのク

リアランス制

度適用に係る

保安管理措置

を規定するた

めの変更 

放射能濃度確

認対象物の測

定、評価およ

び取扱いに係

る左記審査基

準に関連す

る。 

実用炉規則第

92条第 1項第

14 号 

【放射性廃棄

物の廃棄】 

４.放射性液体廃棄物の放出箇

所、放射性液体廃棄物の放出

管理目標値および基準値を満

たすための放出管理方法並び

に放射性液体廃棄物の放出物

質濃度の測定項目および頻度

が定められていること。 

７．ＡＬＡＲＡの精神にのっと

り、排気、排水等を管理するこ

とが定められていること。 

第 87 条 放射性液

体廃棄物

の管理 

放出管理目標

値を１号炉と

２号炉および

３号炉に分け

て設定するこ

と に よ る 変

更。 

放射性液体廃

棄物の放出管

理に係る左記

審査基準に関

連する。 

添付資料２ 
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保安規定審査基準（実用炉） 保安規定条文 変更概要 備考 

実用炉規則第

92条第 1項第

14 号 

【放射性廃棄

物の廃棄】 

５.放射性気体廃棄物の放出箇

所、放射性気体廃棄物の放出

管理目標値を満たすための放

出量管理方法並びに放射性気

体廃棄物の放出物質濃度の測

定項目および頻度が定められ

ていること。 

７．ＡＬＡＲＡの精神にのっと

り、排気、排水等を管理するこ

とが定められていること。 

第 88 条 放射性気

体廃棄物

の管理 

放出管理目標

値を１号炉と

２号炉および

３号炉に分け

て設定するこ

と に よ る 変

更。 

放射性気体廃

棄物の放出管

理に係る左記

審査基準に関

連する。 

実用炉規則第

92条第 1項第

17 号 

【記録および

報告】 

２.実用炉規則第６７条に定め

る記録について、その記録の

管理に関すること（計量管理

規定および核物質防護規定で

定めるものを除く。）が定めら

れていること。 

第 119 条 記録 撤去済み蒸気

タービンのク

リアランス制

度適用に係る

保安管理措置

を規定するた

めの変更。 

記録に係る左

記審査基準に

関連する。 
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2.第２編 廃止措置段階の原子炉施設編（１号炉に係る保安規定） 

保安規定審査基準（実用炉） 保安規定条文 変更概要 備考 

実用炉規則

第 92 条第 3

項第 22 号 

【その他必

要な事項】 

２）保安規定を定める「目的」

が、核燃料物質、核燃料物

質によって汚染された物又

は発電用原子炉による災害

の防止を図るものとして定

められていること。 

第 121 条 目的 原子炉本体周

辺設備等解体

撤去期間への

移行による変

更。 

保安規定を定

める「目的」

に係る左記審

査基準に関連

する。 

実用炉規則

第 92 条第 3

項第 21 号 

【廃止措置

の管理】 

廃止措置作業の計画、廃棄物

の管理、廃止措置の実施の管

理について、必要な事項が記

録されていること。 

第 141条の 2 解体撤去

物の管理 

第２段階の解

体撤去工事に

より発生する

解体撤去物の

管理に係る措

置を規定する

ための変更。 

廃棄物の管理

に係る左記審

査基準に関連

する。 

第 141条の 3 保管エリ

アの管理 

第２段階の解

体撤去工事に

より発生する

解体撤去物を

保管するエリ

アの管理を規

定するための

変更。 

廃棄物の管理

に係る左記審

査基準に関連

する。 

実用炉規則

第 92 条第 3

項第 10 号 

【線量、線量

当量、汚染の

除去等】 

８)法第６１条の２第２項に

より認可を受けた場合にお

いては、同項により認可を

受けた放射能濃度の測定お

よび評価の方法に基づき、

当該認可を受けた申請書等

において記載された内容を

満足するよう、同条第１項

の確認を受けようとする物

に含まれる放射性物質の放

射能濃度の測定および評価

を行い、適切に取り扱うこ

とが定められていること。

なお、この事項は、放射性

廃棄物との仕分け等を明確

にするため、（１３）におけ

る放射性廃棄物の管理に関

する事項と併せて定められ

ていてもよい。 

第 151条の 2 放射能濃

度確認対

象物の管

理 

撤去済み蒸気

タービンのク

リアランス制

度適用に係る

保安管理措置

を規定するた

めの変更。 

放射能濃度確

認対象物の測

定、評価およ

び取扱いに係

る左記審査基

準に関連す

る。 
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保安規定審査基準（実用炉） 保安規定条文 変更概要 備考 

実用炉規則

第 92 条第 3

項第 13 号 

【放射性廃

棄物の廃棄】 

本事項については、以下の

ような事項が明記されている

こと。 

１)放射性気体廃棄物の放出

箇所および放出管理目標値

を満たすための放出量管理

方法並びに放射性気体廃棄

物の放出物質濃度の測定項

目および頻度が定められて

いること。 

第 155 条 放射性気

体廃棄物

の管理 

第２段階中の

放出管理目標

値を設定する

ことによる変

更。 

放射性気体廃

棄物の放出管

理に係る左記

審査基準に関

連する。 

２）放射性液体廃棄物の放出

箇所、放出管理目標値およ

び基準値を満たすための放

出管理方法並びに放射性液

体廃棄物の放出物質濃度の

測定項目および頻度が定め

られていること。 

第 154 条 放射性液

体廃棄物

の管理 

第２段階中の

放出管理目標

値を設定する

ことによる変

更。 

放射性液体廃

棄物の放出管

理に係る左記

審査基準に関

連する。 

実用炉規則

第 92 条第 3

項第 16 号 

【発電用原

子炉施設お

よび廃止措

置に係る保

安に関する

適正な記録

および報告】 

２)実用炉規則第６７条又は

研開炉規則第６２条に定め

る記録について、その記録

の管理に関すること（計量

管理規定および核物質防護

規定で定めるものを除く。）

が定められていること。 

第 189 条 記録 撤去済み蒸気

タービンのク

リアランス制

度適用に係る

保安管理措置

を規定するた

めの変更。 

記録に係る左

記審査基準に

関連する。 

 

以 上 
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添
付
資
料
３
 

令
和

６
年

１
月

2
3
日
 

中
国

電
力

株
式

会
社

 

凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 島
根

原
子

力
発

電
所

１
号

炉
 

廃
止

措
置

計
画

認
可

申
請

書
に

記
載

し
た

内
容

の
保

安
規

定
へ

の
反

映
事

項
 

廃
止

措
置

計
画

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

五
 

5
.
2
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

で
は

、
供

用
を

終
了

し
た

設
備

の
う

ち
、

管
理

区
域

内

に
あ

る
放

射
性

物
質

に
よ

り
汚

染
さ

れ
た

設
備
（

た
だ

し
、
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
内

に
あ

る
も

の
を

除
く

。
）

（
以

下
「

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
」

と
い

う
。
）

の
解

体
撤

去
に

着
手

す
る

。
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

は
、

解
体

時
に

追
加

的
な

汚
染

が
付

着
し

な
い

よ
う

、
解

体

撤
去

範
囲

に
放

射
性

廃
棄

物
で

な
い

廃
棄

物
と

判
断

で
き

る
設

備
が

あ
る

場
合

は
、

当
該

設
備

を
先

行
し

て
解

体
撤

去
し

、
そ

の
後

、
解

体
工

事
準

備
期

間
中

に
実

施
し

た
汚

染
状

況
の

調
査

結
果

に
よ

る
放

射
能

レ
ベ

ル
区

分
に

基
づ

き
、

解
体

前
に

必
要

に
応

じ
て

機
器

除
染

を
実

施
し

た
う

え
で

、
放

射
性

物
質

と
し

て
扱

う
必

要
の

な
い

も
の

、
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

順
に

、
放

射
能

レ
ベ

ル
の

低
い

も
の

か
ら

解
体

撤
去

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
 

ま
た

、
解

体
撤

去
物

の
う

ち
、

放
射

性
物

質
と

し
て

扱
う

必
要

の
な

い
も

の
と

し
て

処
理

す
る

か

放
射

性
固

体
廃

棄
物

と
し

て
処

理
す

る
か

を
判

断
す

る
前

段
階

の
も

の
（

以
下

「
解

体
保

管
物

」
と

い
う

。
）

を
保

管
す

る
エ

リ
ア

（
以

下
「

保
管

エ
リ

ア
」

と
い

う
。
）

お
よ

び
解

体
保

管
物

の
処

理
を

行
う

エ
リ

ア
（

以
下

、
保

管
エ

リ
ア

と
併

せ
て
「

保
管

エ
リ

ア
等

」
と

い
う

。
）
を

確
保

す
る

た
め

に
、

原
子

炉
建

物
、
廃

棄
物

処
理

建
物

お
よ

び
タ

ー
ビ

ン
建

物
内

の
保

管
エ

リ
ア

等
の

設
置

予
定

場
所

に

あ
る

設
備

を
先

行
し

て
解

体
撤

去
し

、
そ

の
後

、
保

管
エ

リ
ア

等
と

し
て

利
用

す
る

。
保

管
エ

リ
ア

等
を

確
保

し
た

後
、

そ
の

他
の

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

を
進

め
る

。
 

解
体

撤
去

は
、

熱
的

切
断

又
は

機
械

的
切

断
に

よ
り

行
う

。
具

体
的

な
工

法
は

、
解

体
す

る
機

器

の
構

造
お

よ
び

汚
染

状
況

、
解

体
に

使
用

す
る

工
具

の
使

用
条

件
、

解
体

に
伴

い
発

生
す

る
放

射
性

粉
じ

ん
（

以
下

「
粒

子
状

放
射

性
物

質
」

と
い

う
。
）

の
影

響
等

を
考

慮
し

選
定

す
る

。
 

解
体

保
管

物
は

、
処

理
を

行
う

こ
と

に
よ

り
可

能
な

限
り

放
射

性
物

質
と

し
て

扱
う

必
要

の
な

い
も

の
と

し
て

保
管

エ
リ

ア
か

ら
搬

出
し

て
い

く
。

 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
に

お
け

る
解

体
撤

去
工

事
の

方
法

を
第

5
－

3
表

に

示
す

。
ま

た
、
機

器
除

染
に

係
る

具
体

的
な

事
項

を
「

九
 

核
燃

料
物

質
に

よ
る

汚
染

の
除

去
」
、
解

体
撤

去
物

の
保

管
に

係
る

具
体

的
な

事
項

を
「

十
 

核
燃

料
物

質
又

は
核

燃
料

物
質

に
よ

っ
て

汚
染

さ
れ

た
物

の
廃

棄
」

に
示

す
。

 

上
記

作
業

の
他

、
解

体
工

事
準

備
期

間
中

に
着

手
し

た
核

燃
料

物
質

の
搬

出
、
汚

染
状

況
の

調
査

、

安
全

貯
蔵

お
よ

び
管

理
区

域
外

の
設

備
の

解
体

撤
去

を
継

続
し

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

核
燃

料
物

質
に

よ
る

汚
染

の
除

去
を

実
施

す
る

。
 

（
解

体
撤

去
物

の
管

理
）

 

第
１

４
１

条
の

２
 

各
課

長
は

，
管

理
区

域
内

に
お

け
る

廃
止

措
置

工
事

で
発

生
し

た
解

体
撤

去
物

を
「

放
射

性
廃

棄
物

で
な

い
廃

棄
物

」
，「

放
射

性
物

質
と

し
て

扱
う

必
要

の
な

い
も

の
と

し
て

処
理

す
る

か
放

射
性

固

体
廃

棄
物

と
し

て
処

理
す

る
か

を
判

断
す

る
前

段
階

の
も

の
で

，
廃

止
措

置
計

画
に

基
づ

き
，
管

理
区

域
内

に
設

置
す

る
解

体
撤

去
物

の
保

管
を

行
う

エ
リ

ア
（

以
下

，
本

条
お

よ
び

次
条

に
お

い
て

「
保

管
エ

リ
ア

」

と
い

う
。
）

に
保

管
す

る
も

の
（

以
下

，
「

解
体

保
管

物
」

と
い

う
。
）
」

ま
た

は
「

放
射

性
固

体
廃

棄
物

」
に

分
別

し
，

次
の

事
項

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）「
放

射
性

廃
棄

物
で

な
い

廃
棄

物
」
は

，
第

１
５

２
条
（

放
射

性
廃

棄
物

で
な

い
廃

棄
物

の
管

理
）
第

３

項
に

従
い

管
理

す
る

。
 

（
２

）「
解

体
保

管
物

」
は

，
ポ

リ
袋

で
養

生
す

る
こ

と
等

に
よ

り
，
汚

染
の

広
が

り
な

ら
び

に
異

物
の

混
入

お

よ
び

放
射

性
物

質
に

よ
る

追
加

的
な

汚
染

を
防

止
す

る
措

置
を

講
じ

た
う

え
で

，
次

の
事

項
に

従
い

，
保

管
エ

リ
ア

に
保

管
す

る
。

 

 
 

イ
．
容

器
（

メ
ッ

シ
ュ

型
容

器
ま

た
は

ド
ラ

ム
缶

を
い

う
。
以

下
，
本

条
お

よ
び

次
条

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
収

納
ま

た
は

梱
包

す
る

こ
と

。
 

 
 

ロ
．

放
射

能
レ

ベ
ル

区
分

※
１

が
異

な
る

解
体

保
管

物
を

同
じ

容
器

に
収

納
し

な
い

こ
と

。
 

 
 

ハ
．
容

器
お

よ
び

梱
包

し
た

解
体

保
管

物
の

表
面

の
線

量
当

量
率

が
，
表

１
４

１
の

２
－

１
に

示
す

各
保

管
エ

リ
ア

の
「

容
器

の
最

大
表

面
線

量
当

量
率

」
を

超
え

な
い

こ
と

に
つ

い
て

，
課

長
（

放
射

線
管

理
）

の
確

認
を

受
け

る
こ

と
。

 

 
 

ニ
．
容

器
お

よ
び

梱
包

し
た

解
体

保
管

物
の

保
管

数
が

，
表

１
４

１
の

２
－

１
に

示
す

各
保

管
エ

リ
ア

の

「
最

大
保

管
個

数
」

を
超

え
な

い
こ

と
に

つ
い

て
，

課
長

（
放

射
線

管
理

）
の

確
認

を
受

け
る

こ
と

。
 

（
３

）「
放

射
性

固
体

廃
棄

物
」
は

，
第

１
５

１
条
（

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
管

理
）
第

１
項
（

４
）
に

従
い

固

体
廃

棄
物

貯
蔵

所
に

保
管

す
る

。
 

 ２
．
課

長
（

放
射

線
管

理
）
は

，
第

１
項
（

２
）
に

従
い

保
管

エ
リ

ア
に

保
管

さ
れ

た
容

器
に

は
，「

解
体

保
管

物
」

を
示

す
標

識
を

付
け

，
「

解
体

保
管

物
」

に
係

る
記

録
と

照
合

で
き

る
整

理
番

号
を

付
け

る
。

 

 ※
１

：
廃

止
措

置
計

画
に

定
め

る
放

射
能

レ
ベ

ル
区

分
（

Ｌ
３

お
よ

び
Ｃ

Ｌ
）

 

 

第
２

段
階

で
発

生

す
る

解
体

撤
去

物

の
管

理
に

関
す

る

事
項

を
新

た
に

規

定
す

る
。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

廃
止

措
置

計
画

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

十
 

3
.
2
 

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
管

理
 

 
(
2
)
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
に

１
号

炉
か

ら
発

生
す

る
放

射
性

固
体

廃
棄

物
は

、

廃
棄

物
の

種
類

・
性

状
に

応
じ

て
、

以
下

の
と

お
り

適
切

に
処

理
お

よ
び

貯
蔵

保
管

を
行

う
（

２
号

又
は

３
号

炉
と

の
共

用
施

設
で

の
処

理
お

よ
び

貯
蔵

保
管

を
含

む
。
）
。

 

（
中

略
）

 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

に
よ

り
発

生
す

る
解

体
撤

去
物

の
う

ち
、

解
体

保
管

物
に

つ

い
て

は
保

管
エ

リ
ア

に
保

管
す

る
。

解
体

保
管

物
は

、
処

理
を

行
う

こ
と

に
よ

り
可

能
な

限
り

放
射

性
物

質
と

し
て

扱
う

必
要

の
な

い
も

の
と

す
る

が
、

放
射

性
物

質
と

し
て

扱
う

必
要

の
な

い
も

の
に

で
き

な
い

と
判

断
し

た
も

の
は

、
雑

固
体

廃
棄

物
と

し
て

ド
ラ

ム
缶

等
に

詰
め

て
固

体
廃

棄
物

貯
蔵

所
に

貯
蔵

保
管

す
る

。
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
、

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
量

が
、

原
子

炉
設

置
許

可

申
請

書
に

記
載

さ
れ

て
い

る
固

体
廃

棄
物

貯
蔵

所
、

サ
イ

ト
バ

ン
カ

等
の

貯
蔵

能
力

を
超

え
な

い
よ

う
に

管
理

す
る

。
 

放
射

性
固

体
廃

棄
物

お
よ

び
解

体
撤

去
物

の
処

理
フ

ロ
ー

を
第

1
0
－

3
図

(
2
)
に

、
保

管
エ

リ
ア

の

設
置

予
定

場
所

を
第

1
0
－

4
図

に
示

す
。

な
お

、
２

号
炉

建
物

内
に

あ
る

１
号

お
よ

び
２

号
炉

共
用

の
施

設
並

び
に

１
号

、
２

号
お

よ
び

３
号

炉
共

用
の

施
設

に
お

け
る

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
管

理
は

２
号

又
は

３
号

炉
に

て
行

う
。

 

放
射

性
固

体
廃

棄
物

を
適

切
に

処
理

お
よ

び
貯

蔵
保

管
を

行
う

た
め

に
、

発
生

量
を

合
理

的
に

可

能
な

限
り

低
減

す
る

と
と

も
に

、
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

管
理

に
必

要
な

放
射

性
廃

棄
物

処
理

機
能

、

放
射

性
廃

棄
物

貯
蔵

機
能

を
有

す
る

設
備

を
維

持
管

理
す

る
。

 

放
射

性
固

体
廃

棄
物

お
よ

び
解

体
保

管
物

の
管

理
並

び
に

保
管

エ
リ

ア
の

管
理

に
係

る
必

要
な

措

置
を

保
安

規
定

に
定

め
て

管
理

す
る

。
 

 

表
１

４
１

の
２

－
１

 

１
号

炉
に

設
置

す
る

保
管

エ
リ

ア
 

建
物

 
Ｅ

Ｌ
 

保
管

エ
リ

ア
 

容
器

の
最

大
表

面
線

量
当

量
率

 

最
大

保
管

個
数

※
２
 

原
子

炉
建

物
 

3
,
1
0
0
 

地
下

２
階

 
２

m
S
v
/
h
 

2
,
6
1
9
個

 

1
5
,
3
0
0
 

１
階

 
0
.
0
1
m
S
v
/
h
 

1
,
8
3
0
個

 

2
3
,
8
0
0
 

２
階

①
 

0
.
0
1
m
S
v
/
h
 

2
9
7
個

 

2
3
,
8
0
0
 

２
階

②
 

２
m
S
v
/
h
 

1
,
1
1
6
個

 

3
1
,
0
0
0
 

３
階

 
２

m
S
v
/
h
 

6
0
3
個

 

3
6
,
1
0
0
 

４
階

 
２

m
S
v
/
h
 

7
9
5
個

 

廃
棄

物
処

理
建

物
 

1
5
,
3
0
0
 

２
階

 
２

m
S
v
/
h
 

2
6
1
個

 

タ
ー

ビ
ン

建
物

 
1
,
5
0
0
 

１
階

 
0
.
5
m
S
v
/
h
 

5
,
7
8
4
個

 

8
,
8
0
0
 

２
階

①
 

0
.
0
1
m
S
v
/
h
 

1
,
1
0
1
個

 

8
,
8
0
0
 

２
階

②
 

0
.
5
m
S
v
/
h
 

3
,
2
9
1
個

 

8
,
8
0
0
 

２
階

③
 

0
.
0
1
m
S
v
/
h
 

3
1
8
個

 

1
5
,
9
0
0
 

３
階

 
0
.
0
1
m
S
v
/
h
 

4
,
7
4
6
個

 

※
２

：
メ

ッ
シ

ュ
型

容
器

で
保

管
し

た
場

合
の

保
管

個
数

 

 

第
２

段
階

で
発

生

す
る

解
体

撤
去

物

の
管

理
に

関
す

る

事
項

を
新

た
に

規

定
す

る
。

 

 

 
 

（
保

管
エ

リ
ア

の
管

理
）

 

第
１

４
１

条
の

３
 

課
長
（

放
射

線
管

理
）
は

，
保

管
エ

リ
ア

を
壁

，
柵

等
の

区
画

物
に

よ
っ

て
区

画
す

る
他

，

保
管

エ
リ

ア
の

目
に

付
き

や
す

い
場

所
に

保
管

エ
リ

ア
で

あ
る

旨
を

掲
示

す
る

。
 

２
．

課
長

（
放

射
線

管
理

）
は

，
保

管
エ

リ
ア

に
係

る
次

の
事

項
を

確
認

す
る

と
と

も
に

，
そ

の
結

果
，

異
常

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
は

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
。

 

（
１

）
「

解
体

保
管

物
」

の
保

管
状

況
を

確
認

す
る

た
め

に
，

１
週

間
に

１
回

，
保

管
エ

リ
ア

を
巡

視
す

る
。

 

（
２

）
１

箇
月

に
１

回
，
「

解
体

保
管

物
」

を
収

納
し

た
容

器
の

保
管

数
を

確
認

す
る

。
 

３
．
課

長
（

放
射

線
管

理
）
は

，
保

管
エ

リ
ア

の
目

に
付

き
や

す
い

場
所

に
管

理
上

の
注

意
事

項
を

掲
示

す
る

。
 

  

第
２

段
階

で
発

生

す
る

解
体

保
管

物

を
保

管
す

る
保

管

エ
リ

ア
の

管
理

に

関
す

る
事

項
を

新

た
に

規
定

す
る

。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

廃
止

措
置

計
画

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

十
 

 

2
.
2
 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
管

理
 

(
2
)
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
に

１
号

炉
か

ら
発

生
す

る
放

射
性

液
体

廃
棄

物
は

、

廃
棄

物
の

種
類

・
性

状
に

応
じ

て
、

以
下

の
と

お
り

適
切

に
処

理
を

行
い

、
再

使
用

又
は

管
理

放
出

す
る

（
２

号
炉

と
の

共
用

施
設

で
の

処
理

を
含

む
。
）
。

 

（
中

略
）

 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
処

理
処

分
フ

ロ
ー

を
第

1
0
－

2
図

(
2
)
に

示
す

。
な

お
、
２

号
炉

建
物

内
に

あ
る

１
号

お
よ

び
２

号
炉

共
用

の
施

設
に

お
け

る
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

管
理

は
、

２
号

炉
に

て
行

う
。

 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

を
適

切
に

処
理

処
分

す
る

た
め

、
発

生
量

を
合

理
的

に
可

能
な

限
り

低
減

す

る
と

と
も

に
、

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
管

理
に

必
要

な
放

射
性

廃
棄

物
処

理
機

能
、

放
出

管
理

機
能

を
有

す
る

設
備

を
維

持
管

理
す

る
。

 

ま
た

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

放
出

に
際

し
て

は
、

サ
ン

プ
ル

タ
ン

ク
等

に
お

い
て

放
射

性
物

質

濃
度

の
測

定
等

を
行

い
、

復
水

器
冷

却
水

放
水

路
排

水
中

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

濃
度

が
、

線
量

告
示

に
定

め
る

周
辺

監
視

区
域

外
に

お
け

る
水

中
の

濃
度

限
度

を
超

え
な

い
よ

う
に

す
る

と
と

も

に
、

線
量

目
標

値
指

針
を

参
考

に
、

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
放

出
管

理
目

標
値

を
第

1
0
－

2
表

の
と

お
り

設
定

し
、

こ
れ

を
超

え
な

い
よ

う
に

努
め

る
。

 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
管

理
に

係
る

必
要

な
措

置
を

保
安

規
定

に
定

め
て

管
理

す
る

。
 

第
1
0
－

2
表

 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
目
標
値

 

(
1
)

 
解
体
工
事
準
備
期
間
中
 

（
単
位
：

B
q
/
y
）

 

※
１
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
合
算
の
値
を
示
す
。

 

(
2
)

 
原
子
炉
本
体
周
辺
設
備
等
解
体
撤
去
期
間
中
 

（
単
位
：

B
q
/
y
）

 

※
２
：
１
号
炉
の
値
を
示
す
。

 

項
目

 
放
出
管
理
目
標
値

※
１
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

 

（
Ｈ
－
３
を
除
く
）

 
7
.
4
×

1
0
1
0
 

項
目

 
放
出
管
理
目
標
値

※
２
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

 

（
Ｈ
－
３
を
除
く
）

 
2
.
8
×

1
0
８
 

（
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

管
理

）
 

第
１

５
４

条
 

課
長

（
第

一
発

電
）

は
，

放
射

性
液

体
廃

棄
物

を
放

出
す

る
場

合
は

，
復

水
器

冷
却

水
放

水

路
よ

り
放

出
す

る
と

と
も

に
，

次
の

事
項

を
管

理
す

る
。

 

（
１

）
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

放
出

に
よ

る
復

水
器

冷
却

水
放

水
路

排
水

中
の

放
射

性
物

質
濃

度
の

３
箇

月

平
均

値
が

，
法

令
に

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

に
お

け
る

水
中

の
濃

度
限

度
を

超
え

な
い

こ
と

。
 

（
２

）
復

水
器

冷
却

水
放

水
路

排
水

中
の

放
射

性
物

質
（

ト
リ

チ
ウ

ム
を

除
く

。
）

の
放

出
量

が
，

表
１

５

４
－

１
に

定
め

る
放

出
管

理
目

標
値

を
超

え
な

い
よ

う
に

努
め

る
こ

と
。

 

２
．

課
長

（
第

一
発

電
）

は
，

復
水

器
冷

却
水

放
水

路
排

水
中

の
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
量

が
，

表
１

５
４

－

２
に

定
め

る
放

出
管

理
の

基
準

値
を

超
え

な
い

よ
う

に
努

め
る

。
 

３
．
課

長
（

放
射

線
管

理
）
は

，
表

１
５

４
－

３
に

定
め

る
項

目
に

つ
い

て
，
同

表
に

定
め

る
頻

度
で

測
定

し
，

そ
の

結
果

を
課

長
（

第
一

発
電

）
に

通
知

す
る

。
 

 表
１

５
４

－
１

 

項
 

 
目

 
放

出
管

理
目

標
値

 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

 

（
ト

リ
チ

ウ
ム

を
除

く
。

）
 

2
.
8
×

1
0
８
B
q
／

年
 

 

表
１

５
４

－
２

 

項
 

 
目

 
放

出
管

理
の

基
準

値
 

ト
リ

チ
ウ

ム
 

3
.
4
×

1
0
1
0
B
q
／

年
 

 

（
以

下
略

）
 

 

 

               第
２

段
階

中
の

放

出
管

理
目

標
値

を

設
定

す
る

こ
と

に

よ
る

変
更

。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

  

廃
止

措
置

計
画

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

十
 

1
.
2
 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

の
管

理
 

(
2
)
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
 

原
子

炉
本

体
周

辺
設

備
等

解
体

撤
去

期
間

中
に

１
号

炉
か

ら
発

生
す

る
放

射
性

気
体

廃
棄

物
は

、

粒
子

状
放

射
性

物
質

を
含

む
換

気
系

か
ら

の
排

気
で

あ
り

、
フ

ィ
ル

タ
を

通
し

て
排

気
フ

ァ
ン

に
よ

り
排

気
筒

又
は

タ
ー

ビ
ン

建
物

排
気

筒
か

ら
大

気
に

放
出

す
る

。
放

射
性

気
体

廃
棄

物
の

処
理

処
分

フ
ロ

ー
を

第
1
0
－

1
図

(
2
)
に

示
す

。
 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

を
適

切
に

処
理

処
分

す
る

た
め

、
放

射
性

気
体

廃
棄

物
の

管
理

に
必

要
な

放

射
性

廃
棄

物
処

理
機

能
、

放
出

管
理

機
能

を
有

す
る

設
備

を
維

持
管

理
す

る
。

 

ま
た

、
放

射
性

気
体

廃
棄

物
の

放
出

に
際

し
て

は
、

排
気

筒
等

に
お

い
て

放
射

性
物

質
濃

度
の

測

定
等

を
行

い
、

線
量

告
示

に
定

め
る

周
辺

監
視

区
域

外
に

お
け

る
空

気
中

の
濃

度
限

度
を

超
え

な
い

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

線
量

目
標

値
指

針
を

参
考

に
、

放
射

性
気

体
廃

棄
物

の
放

出
管

理
目

標
値

 

を
第

1
0
－

1
表

の
と

お
り

設
定

し
、

こ
れ

を
超

え
な

い
よ

う
に

努
め

る
。

 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

の
管

理
に

係
る

必
要

な
措

置
を

保
安

規
定

に
定

め
て

管
理

す
る

。
 

（
放

射
性

気
体

廃
棄

物
の

管
理

）
 

第
１

５
５

条
 

課
長

（
第

一
発

電
）

は
，

放
射

性
気

体
廃

棄
物

を
放

出
す

る
場

合
は

，
表

１
５

５
－

１
に

示

す
排

気
筒

等
よ

り
放

出
す

る
と

と
も

に
，

次
の

事
項

を
管

理
す

る
。

 

（
１

）
排

気
筒

お
よ

び
タ

ー
ビ

ン
建

物
排

気
筒

か
ら

の
放

射
性

気
体

廃
棄

物
の

放
出

に
よ

る
周

辺
監

視
区

域

外
の

空
気

中
の

放
射

性
物

質
濃

度
の

３
箇

月
平

均
値

が
，

法
令

に
定

め
る

周
辺

監
視

区
域

外
に

お
け

る

空
気

中
の

濃
度

限
度

を
超

え
な

い
こ

と
。

 

（
２

）
排

気
筒

お
よ

び
タ

ー
ビ

ン
建

物
排

気
筒

か
ら

の
放

射
性

物
質

（
粒

子
状

物
質

（
コ

バ
ル

ト
6
0
）

）
の

放
出

量
が

，
表

１
５

５
－

１
に

定
め

る
放

出
管

理
目

標
値

を
超

え
な

い
よ

う
に

努
め

る
こ

と
。

 

２
．
課

長
（

放
射

線
管

理
）
は

，
表

１
５

５
－

２
に

定
め

る
項

目
に

つ
い

て
，
同

表
に

定
め

る
頻

度
で

測
定

し
，

そ
の

結
果

を
課

長
（

第
一

発
電

）
に

通
知

す
る

。
 

３
．
表

１
５

５
－

２
に

示
す

排
気

筒
等

以
外

の
場

所
に

お
い

て
換

気
を

行
う

場
合

は
，
次

の
事

項
を

行
う

。
た

だ
し

，
第

１
５

９
条

（
管

理
区

域
内

に
お

け
る

区
域

区
分

）
第

１
項

（
１

）
に

定
め

る
区

域
等

に
お

け
る

換

気
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
１

）
各

課
長

は
，

フ
ィ

ル
タ

ー
付

局
所

排
気

装
置

等
に

よ
り

法
令

に
定

め
る

管
理

区
域

に
係

る
値

を
超

え

な
い

よ
う

拡
散

防
止

措
置

を
行

う
。

 

 （
２

）
課

長
（

放
射

線
管

理
）

は
，

表
１

５
５

－
３

に
定

め
る

項
目

に
つ

い
て

，
同

表
に

定
め

る
頻

度
で

測

定
し

，
法

令
に

定
め

る
管

理
区

域
に

係
る

値
を

超
え

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

な
お

，
換

気
に

よ

っ
て

放
出

さ
れ

る
空

気
中

放
射

性
物

質
の

濃
度

が
法

令
に

定
め

る
管

理
区

域
に

係
る

値
を

超
え

る
お

そ

れ
が

な
い

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

 

      第
２

段
階

中
の

放

出
管

理
の

方
法

を

定
め

る
こ

と
に

よ

る
変

更
。

 

28 / 41



凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

廃
止

措
置

計
画

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 

記
載

内
容

 
記

載
内

容
 

        第
２

段
階

中
の

放

出
管

理
の

方
法

を

定
め

る
こ

と
に

よ

る
変

更
。

 

本 文 十  

第
1
0
－

1
表

 
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
目
標
値

 

(
1
)

 
解
体
工
事
準
備
期
間
中

 

（
単
位
：

B
q
/
y
）

 

※
１
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
合
算
の
値
を
示
す
。

 

 

(
2
)

 
原
子
炉
本
体
周
辺
設
備
等
解
体
撤
去
期
間
中

 

（
単
位
：

B
q
/
y
）

 

※
２
：
１
号
炉
の
値
を
示
す
。

 

 

項
目

 
放
出
管
理
目
標
値

※
１
 

放
射
性

 

気
体
廃
棄
物

 

希
ガ
ス

 
7
.
9
×

1
0
1
4
 

よ
う
素

1
3
1
 

3
.
9
×

1
0
1
0
 

項
目

 
放
出
管
理
目
標
値

※
２
 

放
射
性

 

気
体
廃
棄
物

 
コ
バ
ル
ト

6
0
 

2
.
0
×

1
0
８
 

 表
１

５
５

－
１

 

項
 

 
目

 
放

出
管

理
目

標
値

 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

 
 

 
 

 
 

粒
子

状
物

質
 

（
コ

バ
ル

ト
 
6
0
）

 

2
.
0
×

1
0
8
 
B
q
／

年
 

 

 

表
１

５
５

－
２

 

分
 

類
 
排

気
筒

等
 

測
定

項
目

 
計

測
器

種
類

 
測

定
頻

度
 

放
射

性
 

気
 

体
 

廃
棄

物
 ･
排

気
筒

 

･
タ

ー
ビ

ン
 

 
建

物
 

 
排

気
筒

 

希
ガ

ス
濃

度
 

排
気

筒
モ

ニ
タ

 
常

 
時

 

粒
子

状
物

質
濃

度
 

（
主

要
ガ

ン
マ

線
放

出
核

種
）
 

試
料

放
射

能
測

定
装

置
 

１
週

間
に

１
回

 

 表
１

５
５

－
３

 

排
気

筒
等

以
外

の
排

気
出

口
 

測
定

項
目

 
計

測
器

種
類

 
測

定
頻

度
 

粒
子

状
物

質
濃

度
 

（
主

要
ガ

ン
マ

線
放

出
核

種
）

 
試

料
放

射
能

測
定

装
置

 
作

業
の

都
度

※
２
 

※
２

:
作

業
が

１
週

間
を

超
え

る
場

合
は

，
１

週
間

に
１

回
測

定
す

る
。
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添
付
資
料
４
 

令
和

６
年

１
月

2
3
日
 

中
国

電
力

株
式

会
社

 

凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 島
根

原
子

力
発

電
所

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
に

お
い

て
用

い
た

資
材

に
含

ま
れ

る
放

射
性

物
質

の
放

射
能

濃
度

の
測

定
お

よ
び

評
価

方
法

の
認

可
申

請
書

認
可

申
請

書
（

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
と

い
う

）
に

記
載

し
た

内
容

の
保

安
規

定

へ
の

反
映

事
項

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

五
 

五
 

評
価

に
用

い
る

放
射

性
物

質
の

種
類

 

1
.
 

評
価

に
用

い
る

放
射

性
物

質
の

種
類

の
選

択
方

法
 

島
根

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
対

象
物

の
放

射
能

濃
度

の
評

価
に

用
い

る
放

射
性

物
質

（
以

下
、

「
評

価
対

象
核

種
」
と

い
う

。
）
の

種
類

は
、
対

象
物

の
放

射
能

濃
度

を
評

価
す

る
う

え
で

重
要

と

な
る

も
の

を
選

択
す

る
。

 

評
価

対
象

核
種

は
、

規
則

別
表

第
１

欄
の

放
射

性
物

質
の

う
ち

、
審

査
基

準
別

記
第

１
号

に
掲

げ
る

3
3
核

種
を

対
象

に
、

審
査

基
準

に
準

拠
し

て
選

択
す

る
。

 

島
根

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
対

象
物

の
汚

染
形

態
は

、
本

文
四

「
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

種
類

、
発

生
お

よ
び

汚
染

の
状

況
並

び
に

推
定

さ
れ

る
総

重
量

」
3
.
に

示
す

と
お

り
、

二
次

的
な

汚
染

で
あ

り
、
主

要
核

種
は

C
o
-
6
0
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
C
o
-
6
0
の

放
射

能
濃

度
（

Ｄ
）
を

基
準

値

（
Ｃ

）
で

除
し

た
比

率
D
/
C
が

1
/
3
3
を

十
分

に
下

回
る

状
態

で
あ

る
。

 

従
っ

て
、

C
o
-
6
0

以
外

の
核

種
は

評
価

対
象

核
種

の
選

択
に

お
い

て
考

慮
す

る
必

要
は

な
い

と

判
断

し
た

。
 

 2
.
 

評
価

に
用

い
る

放
射

性
物

質
の

種
類

の
選

択
結

果
 

「
1
.
 

評
価

に
用

い
る

放
射

性
物

質
の

種
類

の
選

択
方

法
」
の

と
お

り
、
評

価
対

象
核

種
は

C
o
-

6
0
の

１
核

種
と

す
る

。
 

 

評
価

に
用

い
る

放
射

性
物

質
の

種
類

の
選

択
方

法
の

詳
細

は
、
「

添
付

書
類

三
」

に
記

載
す

る
。
 

                 

第
６

章
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
８

６
条

の
２

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
１

５
１

条
の

２
 

 ３
．

課
長

（
放

射
線

管
理

）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
測

定
お

よ
び

評
価

な
ら

び
に

そ
の

後
の

保
管

管
理

に
つ

い
て

、
次

の
事

項
を

実

施
す

る
。

 

 （
２

）
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

方
法

に
従

い
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
以

外
の

異
物

の
混

入
お

よ
び

放
射

性
物

質
に

よ
る

追

加
的

な
汚

染
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価

を
行

う
。

 

認
可

を
受

け
た

放

射
能

濃
度

の
測

定

お
よ

び
評

価
の

方

法
に

従
う

こ
と

を

記
載

す
る

。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

六
 

                                      

六
 

放
射

能
濃

度
の

評
価

単
位

 

1
.
 

基
本

的
考

え
方

 

島
根

１
号

炉
対

象
物

は
、

本
文

四
「

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
種

類
、

発
生

お
よ

び
汚

染
の

状
況

並
び

に
推

定
さ

れ
る

総
重

量
」

3
.
に

示
す

と
お

り
、

C
o
-
6
0
の

D
/
C
が

1
/
3
3
を

下
回

る
見

通

し
が

得
ら

れ
た

。
 

島
根

２
号

炉
対

象
物

は
、

本
文

四
「

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
種

類
、

発
生

お
よ

び
汚

染
の

状
況

並
び

に
推

定
さ

れ
る

総
重

量
」

3
.
に

示
す

と
お

り
、

島
根

１
号

炉
対

象
物

と
同

様
の

除
染

を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
局

所
的

な
汚

染
は

な
く

均
一

な
汚

染
の

傾
向

を
示

す
と

と
も

に
、
D
/
C
の

1
/
3
3

を
下

回
る

見
通

し
が

得
ら

れ
た

。
な

お
、

測
定

お
よ

び
評

価
の

前
に

島
根

1
号

炉
対

象
物

と
同

様

の
除

染
を

行
っ

た
後

に
、

G
M
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

に
よ

る
走

査
サ

ー
ベ

イ
（

全
面

測
定

）
並

び
に

代

表
点

お
よ

び
狭

隘
部

の
測

定
を

行
い

、
C
o
-
6
0
の

D
/
C
が

１
未

満
で

あ
り

、
局

所
的

な
汚

染
は

な

く
均

一
な

汚
染

の
傾

向
を

示
す

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

対
象

物
よ

り
採

取
し

た
サ

ン
プ

ル

の
G
e
波

高
分

析
装

置
に

よ
る

放
射

化
学

分
析

を
行

い
、

C
o
-
6
0
の

D
/
C
が

1
/
3
3
を

十
分

に
下

回

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
ま

た
、

法
第

6
1
条

の
２

第
１

項
に

基
づ

く
放

射
能

濃
度

の
確

認
（

以
下

、

「
国

の
確

認
」

と
い

う
。
）

を
受

け
る

際
は

、
こ

れ
ら

の
確

認
結

果
も

含
め

て
提

示
す

る
。

 

こ
れ

に
よ

り
、

対
象

物
の

汚
染

レ
ベ

ル
は

十
分

低
く

な
る

こ
と

か
ら

、
本

文
七

「
放

射
能

濃
度

の
決

定
を

行
う

方
法

」
に

示
す

と
お

り
、

評
価

対
象

核
種

（
C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
で

あ

る
こ

と
を

判
断

す
る

重
量

単
位

で
あ

る
評

価
単

位
は

、
対

象
物

の
構

造
を

考
慮

し
て

設
定

す
る

。

評
価

単
位

の
中

で
、

対
象

物
の

構
造

上
、

放
射

能
濃

度
が

保
守

的
に

評
価

で
き

る
場

所
を

測
定

単

位
の

対
象

箇
所

と
し

、
そ

こ
か

ら
採

取
し

た
代

表
サ

ン
プ

ル
を

測
定

単
位

と
す

る
。

測
定

単
位

を

採
取

し
て

放
射

能
濃

度
を

測
定

し
た

結
果

を
当

該
の

評
価

単
位

の
放

射
能

濃
度

と
す

る
。

 

 2
.
 

評
価

単
位

 

評
価

単
位

は
、

本
文

七
「

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
方

法
」

に
示

す
と

お
り

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
で

あ
る

こ
と

を
判

断
す

る
重

量
単

位
で

あ
る

。
 

評
価

単
位

の
重

量
は

1
0
ト

ン
以

下
と

す
る

。
 

島
根

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
の

低
圧

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

は
、

各
低

圧
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
を

評
価

単
位

と
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

た
だ

し
、

島
根

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
そ

れ
ぞ

れ
の

第
７

段
は

、

高
圧

タ
ー

ビ
ン

側
と

発
電

機
側

が
結

合
し

て
い

る
た

め
、

合
わ

せ
て

一
つ

の
評

価
単

位
と

す
る

。

ま
た

、
島

根
１

号
炉

の
低

圧
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
の

第
９

段
と

第
1
0
段

、
第

1
1
段

と
第

1
2
段

は
、
そ

れ
ぞ

れ
結

合
さ

れ
て

い
る

た
め

、
合

わ
せ

て
一

つ
の

評
価

単
位

と
す

る
。
各

評
価

単
位

を
第

1
9
図

お
よ

び
第

2
0
図

に
示

す
。

 

島
根

１
号

炉
の

低
圧

内
部

車
室

は
、
第

2
1
図

に
示

す
と

お
り

、
上

半
は

４
分

割
、
下

半
は

６
分

割
し

て
評

価
単

位
を

設
定

す
る

。
島

根
２

号
炉

の
低

圧
内

部
車

室
は

、
第

2
2
図

に
示

す
と

お
り

、

上
半

は
６

分
割

、
下

半
は

８
分

割
し

て
評

価
単

位
を

設
定

す
る

。
 

第
1
9
表

～
第

2
2
表

に
島

根
１

号
炉

お
よ

び
２

号
炉

の
低

圧
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
の

評
価

単
位

の
数

量
お

よ
び

重
量

を
示

す
。

 

   

第
６

章
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
８

６
条

の
２

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
１

５
１

条
の

２
 

 ３
．

課
長

（
放

射
線

管
理

）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
測

定
お

よ
び

評
価

な
ら

び
に

そ
の

後
の

保
管

管
理

に
つ

い
て

、
次

の
事

項
を

実

施
す

る
。

 

 （
２

）
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

方
法

に
従

い
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
以

外
の

異
物

の
混

入
お

よ
び

放
射

性
物

質
に

よ
る

追

加
的

な
汚

染
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価

を
行

う
。

 

認
可

を
受

け
た

放

射
能

濃
度

の
測

定

お
よ

び
評

価
の

方

法
に

従
う

こ
と

を

記
載

す
る

。
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ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

                       

3
.
 

測
定

単
位

 

3
.
1
 

測
定

単
位

の
設

定
 

測
定

単
位

は
、

１
回

の
測

定
で

取
り

扱
う

最
小

の
重

量
単

位
で

あ
り

、
評

価
単

位
の

中
か

ら
対

象
物

の
構

造
上

、
放

射
能

濃
度

が
保

守
的

に
評

価
で

き
る

場
所

を
測

定
単

位
の

対
象

箇
所

に
設

定

し
、

そ
こ

か
ら

採
取

し
た

代
表

サ
ン

プ
ル

を
測

定
単

位
と

す
る

。
 

本
文

四
「

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
種

類
、

発
生

お
よ

び
汚

染
の

状
況

並
び

に
推

定
さ

れ
る

総
重

量
」
3
.
に

示
す

と
お

り
、
対

象
物

は
G
M
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

に
よ

る
表

面
汚

染
密

度
測

定
お

よ

び
対

象
物

か
ら

採
取

し
た

代
表

サ
ン

プ
ル

の
放

射
化

学
分

析
に

よ
り

、
C
o
-
6
0
の

D
/
C
が

1
/
3
3
を

十
分

に
下

回
る

と
評

価
し

た
。

こ
の

た
め

、
対

象
物

は
局

所
的

な
汚

染
は

な
く

均
一

な
汚

染
の

傾

向
を

示
す

こ
と

か
ら

、
放

射
能

濃
度

は
比

表
面

積
（

c
m
２
/
g
）
が

大
き

な
箇

所
ほ

ど
保

守
的

に
評

価

で
き

る
。

 

対
象

物
の

構
造

上
、

比
表

面
積

が
最

も
大

き
く

採
取

で
き

る
場

所
は

、
低

圧
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
が

噴
口

部
、

低
圧

内
部

車
室

が
リ

ン
グ

部
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
場

所
を

測
定

単
位

の
対

象
箇

所

と
し

、
そ

こ
か

ら
採

取
し

た
代

表
サ

ン
プ

ル
を

測
定

単
位

と
す

る
。

代
表

サ
ン

プ
ル

の
寸

法
は

、

放
射

化
学

分
析

の
観

点
か

ら
必

要
な

大
き

さ
と

す
る

。
 

 3
.
2
 

測
定

単
位

の
比

表
面

積
 

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
（

B
q
/
g
）

は
、

表
面

汚
染

密
度

（
B
q
/
c
m
２
）

が
均

一
な

ら
比

表
面

積
 

 

（
c
m
２
/
g
）

が
大

き
い

ほ
ど

増
加

す
る

。
 

比
表

面
積

は
、

重
量

が
軽

く
な

る
ほ

ど
大

き
く

な
る

。
噴

口
部

は
、

噴
口

部
以

外
の

外
輪

お
よ

び
内

輪
と

比
較

し
肉

厚
が

薄
く

な
る

た
め

、
重

量
は

軽
く

な
る

。
リ

ン
グ

部
は

、
低

圧
内

部
車

室

の
他

の
部

位
と

比
較

し
肉

厚
が

薄
く

な
る

た
め

、
重

量
は

軽
く

な
る

。
 

測
定

単
位

の
対

象
箇

所
の

比
表

面
積

は
、

評
価

単
位

よ
り

も
大

き
い

。
測

定
単

位
の

比
表

面
積

を
第

2
3
表

～
第

3
2
表

に
示

す
。

評
価

単
位

の
比

表
面

積
を

添
付

書
類

二
「

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
種

類
、
発

生
状

況
、
汚

染
の

状
況

お
よ

び
推

定
さ

れ
る

総
重

量
に

関
す

る
説

明
」
第

2
-
4
3

表
～

第
2
-
5
7
表

に
示

す
。

 

比
表

面
積

は
、
評

価
単

位
と

同
様

に
3
D
 C
A
D
に

よ
り

測
定

単
位

の
寸

法
か

ら
重

量
お

よ
び

表
面

積
を

求
め

、
表

面
積

を
重

量
で

除
し

て
求

め
た

。
 

 

放
射

能
濃

度
の

評
価

単
位

の
詳

細
は

「
添

付
書

類
四

」
に

記
載

す
る

。
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ク
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ア
ラ

ン
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可
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請

書
 

保
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規
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認
可

申
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書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

七
 

                                      

七
 

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
方

法
 

1
.
 

放
射

能
濃

度
の

決
定

方
法

 

評
価

対
象

核
種

は
、
本

文
五
「

評
価

に
用

い
る

放
射

性
物

質
の

種
類

」
に

示
す

と
お

り
、
C
o
-
6
0

の
１

核
種

を
選

択
し

た
。

評
価

対
象

核
種

（
C
o
-
6
0
）

を
測

定
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
D
/
C
が

1
/
3
3

以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

放
射

線
測

定
装

置
は

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

が
γ

線
を

放
出

す
る

核
種

で
あ

る
こ

と
、

お
よ

び
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
で

き
る

放
射

能
濃

度
を

測
定

す
る

こ
と

か
ら

、
γ

線
の

測
定

に
用

い
ら

れ
る

汎
用

の
放

射
線

測
定

装
置

で
あ

る
定

置
型

の
G
e

波
高

分
析

装
置

を
用

い
る

。
測

定
手

順
は

、
放

射
能

測
定

法
シ

リ
ー

ズ
N
o
.
7「

ゲ
ル

マ
ニ

ウ
ム

半
導

体
検

出
器

に
よ

る

γ
線

ス
ペ

ク
ト

ロ
メ

ト
リ

ー
（

令
和

２
年

９
月

改
訂

 
原

子
力

規
制

庁
監

視
情

報
課

）
」（

参
考

文

献
２

）
を

参
考

に
決

定
す

る
。

 

放
射

能
濃

度
は

、
放

射
線

測
定

法
に

よ
っ

て
求

め
る

評
価

対
象

核
種
（

C
o
-
6
0
）
の

放
射

能
量

を

重
量

で
除

し
て

決
定

す
る

。
 

そ
の

際
、

測
定

お
よ

び
評

価
に

お
け

る
不

確
か

さ
を

考
慮

し
て

放
射

能
濃

度
を

決
定

す
る

。
測

定
単

位
は

、
本

文
六

「
放

射
能

濃
度

の
評

価
単

位
」

に
示

す
と

お
り

、
放

射
能

濃
度

を
保

守
的

に

評
価

可
能

で
あ

る
。

 

放
射

能
濃

度
の

評
価

日
は

、
放

射
能

濃
度

を
測

定
し

た
日

と
す

る
。

測
定

の
結

果
、

評
価

単
位

の
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
と

な
る

こ
と

を
確

認
し

、
国

の
確

認
を

受
け

る
。

測
定

単
位

の
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
放

射
能

濃
度

Ｄ
（

B
q
/
g
）

の
求

め
方

は
式

(
1
)
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 

D
＝

A
÷

W
・

・
・

式
(
1
)
 

 

D
 
 
 
：

測
定

単
位

の
C
o
-
6
0
の

放
射

能
濃

度
（

B
q
/
g
）

 

A
 
 
 
：

測
定

日
に

お
け

る
測

定
単

位
の

評
価

対
象

核
種

（
C
o
-
6
0
）

の
放

射
能

量
（

B
q
）

 

W
 
 
 
：

測
定

単
位

の
重

量
（

g
）

 

 2
.
 

放
射

能
濃

度
の

算
出

方
法

 

評
価

対
象

核
種
（

C
o
-
6
0
）
の

放
射

能
濃

度
は

、
測

定
単

位
を

測
定

し
て

得
ら

れ
る

放
射

線
測

定

値
、
放

射
能

換
算

係
数

お
よ

び
重

量
を

基
に

、「
3
.
 

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
方

法
に

関
す

る

不
確

か
さ

」
を

考
慮

し
て

決
定

す
る

。
な

お
、

測
定

し
た

放
射

線
測

定
値

が
検

出
限

界
計

数
未

満

で
あ

っ
た

場
合

、
不

確
か

さ
を

考
慮

し
た

検
出

限
界

値
を

測
定

単
位

の
放

射
能

濃
度

と
す

る
。

 

 2
.
1
 

測
定

単
位

を
測

定
す

る
た

め
の

試
料

作
成

お
よ

び
測

定
 

測
定

単
位

の
測

定
は

、
G
e
波

高
分

析
装

置
で

行
う

。
測

定
単

位
は

、
以

下
の

と
お

り
前

処
理

し

て
測

定
用

試
料

を
作

成
す

る
。

 

・
測

定
単

位
（

噴
口

部
お

よ
び

リ
ン

グ
部

の
金

属
片

）
の

二
次

的
な

汚
染

の
抽

出
を

行
う

。
二

次
的

な
汚

染
の

抽
出

は
、
浸

漬
処

理
に

よ
り

行
い

、
G
e
波

高
分

析
装

置
に

よ
る

測
定

単
位

の

測
定

結
果

か
ら

C
o
-
6
0
の

移
行

率
を

評
価

す
る

。
 

・
抽

出
し

た
二

次
的

な
汚

染
に

酸
を

加
え

て
加

熱
処

理
し

た
後

、
吸

引
ろ

過
し

て
ろ

液
と

ろ
紙

第
６

章
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
８

６
条

の
２

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
１

５
１

条
の

２
 

 ３
．

課
長

（
放

射
線

管
理

）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
測

定
お

よ
び

評
価

な
ら

び
に

そ
の

後
の

保
管

管
理

に
つ

い
て

、
次

の
事

項
を

実

施
す

る
。

 

 （
２

）
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

方
法

に
従

い
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
以

外
の

異
物

の
混

入
お

よ
び

放
射

性
物

質
に

よ
る

追

加
的

な
汚

染
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価

を
行

う
。

 

認
可

を
受

け
た

放

射
能

濃
度

の
測

定

お
よ

び
評

価
の

方

法
に

従
う

こ
と

を

記
載

す
る

。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

                                

に
分

離
し

測
定

用
試

料
と

す
る

。
 

・
測

定
用

試
料

（
ろ

液
お

よ
び

ろ
紙

）
を

G
e
波

高
分

析
装

置
で

測
定

す
る

。
 

 2
.
2
 

放
射

能
濃

度
評

価
に

用
い

る
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
放

射
線

測
定

値
 

測
定

用
試

料
の

放
射

線
測

定
値

は
、

放
射

線
測

定
値

の
統

計
誤

差
の

不
確

か
さ

を
考

慮
す

る
た

め
、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）
が

検
出

さ
れ

た
場

合
、
検

出
値

の
9
5
％

片
側

上
限

値
（

検
出

値
＋

標
準

偏
差

の
1
.
6
4
5
倍

）
を

評
価

に
用

い
る

放
射

線
測

定
値

と
し

て
採

用
す

る
。

 

ま
た

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）
の

放
射

能
濃

度
の

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
浸

漬
処

理
に

よ
る

移
行

率
を

考
慮

す
る

。
 

測
定

お
よ

び
評

価
の

結
果

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
に

な
ら

な
い

場

合
、

原
因

を
調

査
し

、
再

測
定

を
行

う
か

、
必

要
な

範
囲

を
再

除
染

し
て

か
ら

再
度

、
測

定
単

位

を
採

取
、

前
処

理
し

測
定

用
試

料
を

作
成

し
再

測
定

を
行

う
か

又
は

当
該

測
定

単
位

が
含

ま
れ

る

評
価

単
位

は
除

外
す

る
。

 

 2
.
3
 

評
価

対
象

核
種

（
C
o
-
6
0
）

の
放

射
能

換
算

係
数

 

放
射

能
換

算
係

数
は

、
放

射
線

測
定

装
置

で
測

定
し

た
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
計

数

（
c
o
u
n
t
）

と
放

射
能

量
（

B
q
）

を
対

応
づ

け
る

換
算

係
数

（
B
q
/
c
o
u
n
t
）

で
あ

る
。

 

放
射

能
換

算
係

数
は

、
現

在
島

根
原

子
力

発
電

所
で

用
い

て
い

る
汎

用
の

G
e
波

高
分

析
装

置
に

適
合

す
る

よ
う

、
測

定
用

試
料

の
形

状
や

性
状

に
応

じ
て

必
要

な
パ

ラ
メ

ー
タ

を
設

定
す

る
。

 

 2
.
4
 

放
射

能
濃

度
評

価
に

用
い

る
重

量
 

重
量

は
、

対
象

物
か

ら
採

取
し

た
測

定
単

位
を

2
.
1
で

記
載

し
た

前
処

理
を

行
う

前
に

重
量

計

に
よ

り
測

定
し

て
求

め
る

。
重

量
計

は
、

日
本

産
業

規
格

を
満

た
し

た
も

の
を

適
用

す
る

。
 

 2
.
5
 

放
射

能
濃

度
を

決
定

す
る

方
法

の
妥

当
性

確
認

 

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
方

法
は

、
G
e
波

高
分

析
装

置
の

標
準

線
源
（

ろ
液

お
よ

び
ろ

紙
と

同
じ

ジ
オ

メ
ト

リ
の

形
状

）
を

測
定

し
た

結
果

、
測

定
値

に
不

確
か

さ
を

考
慮

し
て

求
め

た
標

準

線
源

の
放

射
能

量
が

、
校

正
証

明
書

に
記

載
の

標
準

線
源

の
放

射
能

量
（

測
定

日
に

減
衰

補
正

し

た
も

の
）

を
上

回
る

こ
と

か
ら

、
妥

当
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

 

 3
.
 

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
方

法
に

関
す

る
不

確
か

さ
 

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
に

あ
た

っ
て

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）
の

放
射

能
濃

度
は

、
放

射
能

量
測

定
に

不
確

か
さ

が
あ

る
も

の
と

し
て

決
定

す
る

。
 

放
射

能
量

測
定

の
不

確
か

さ
は

、
放

射
線

測
定

値
、

放
射

線
検

出
器

の
校

正
お

よ
び

デ
ー

タ
処

理
に

起
因

す
る

不
確

か
さ

を
考

慮
す

る
。

 

 

放
射

能
濃

度
を

決
定

す
る

方
法

の
詳

細
は

「
添

付
書

類
五

」
に

記
載

す
る

。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

八
 

                                  

八
 

放
射

線
測

定
装

置
の

種
類

お
よ

び
測

定
条

件
 

1
.
 

放
射

線
測

定
装

置
の

種
類

 

放
射

能
濃

度
の

測
定

に
使

用
す

る
放

射
線

測
定

装
置

は
、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）
が

放
出

す

る
γ

線
の

測
定

に
用

い
ら

れ
、
島

根
原

子
力

発
電

所
で

使
用

し
て

い
る

汎
用

の
放

射
線

測
定

装
置

で
あ

る
定

置
型

の
G
e
波

高
分

析
装

置
と

す
る

。
 

 2
.
 

放
射

線
測

定
装

置
の

測
定

条
件

 

測
定

は
、

本
文

七
「

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
方

法
」

で
記

載
し

た
と

お
り

、
評

価
単

位
か

ら
採

取
し

た
測

定
単

位
を

G
e

波
高

分
析

装
置

の
測

定
仕

様
に

適
合

す
る

よ
う

に
前

処
理

し
た

測

定
用

試
料

を
用

い
て

行
う

。
 

測
定

条
件

は
、

測
定

単
位

の
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
で

あ
る

こ
と

の

判
断

が
で

き
る

よ
う

に
設

定
す

る
。

 

放
射

線
測

定
装

置
の

測
定

条
件

は
、

検
出

限
界

値
お

よ
び

測
定

時
間

を
考

慮
し

て
設

定
す

る
。

 

 2
.
1
 

検
出

限
界

値
 

検
出

限
界

値
は

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
で

あ
る

こ
と

の
判

断
が

可

能
と

な
る

よ
う

に
設

定
す

る
。

具
体

的
に

は
、

放
射

線
測

定
値

の
不

確
か

さ
を

考
慮

し
て

も
評

価

対
象

核
種

（
C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
で

あ
る

こ
と

の
判

断
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

設
定

す

る
。

 

 

2
.
2
 

測
定

時
間

 

G
e
波

高
分

析
装

置
の

測
定

時
間

は
、

測
定

単
位

の
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3

以
下

で
あ

る
こ

と
の

判
断

が
可

能
と

な
る

よ
う

に
設

定
す

る
。

 

具
体

的
に

は
、

放
射

線
測

定
値

の
統

計
誤

差
を

考
慮

し
て

も
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）
の

D
/
C

が
1
/
3
3
以

下
で

あ
る

こ
と

の
判

断
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

。
 

 3
.
 

放
射

線
測

定
装

置
の

点
検

・
校

正
 

G
e
波

高
分

析
装

置
を

使
用

す
る

と
き

は
、
使

用
開

始
前

に
標

準
線

源
を

用
い

て
日

常
点

検
を

行

い
、
ピ

ー
ク

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

ず
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
ま

た
、
１

年
に

１
回

、
外

観
検

査
、

単
体

検
査

お
よ

び
総

合
検

査
に

よ
る

定
期

点
検

を
行

い
、

設
定

し
た

測
定

効
率

が
維

持
さ

れ
て

い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

G
e
波

高
分

析
装

置
の

主
な

仕
様

お
よ

び
測

定
条

件
の

詳
細

は
「

添
付

書
類

六
」

に
記

載
す

る
。
 

        

第
６

章
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
８

６
条

の
２

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
１

５
１

条
の

２
 

 ３
．

課
長

（
放

射
線

管
理

）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
測

定
お

よ
び

評
価

な
ら

び
に

そ
の

後
の

保
管

管
理

に
つ

い
て

、
次

の
事

項
を

実

施
す

る
。

 

 （
２

）
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

方
法

に
従

い
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
以

外
の

異
物

の
混

入
お

よ
び

放
射

性
物

質
に

よ
る

追

加
的

な
汚

染
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価

を
行

う
。

 

            第
６

章
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 

（
放

出
管

理
用

計
測

器
の

管
理

）
 

第
８

９
条

 
課
長
（
放
射
線
管
理
）
，
課
長
（
計
装
）
お
よ
び
課
長
（
３
号
電
気
）
は
，
表
８
９
に
定
め
る
放
出
管
理

用
計
測
器
に
つ
い
て
，
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
，
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
機
能
維
持
を
図

る
。
た
だ
し
，
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

（
放

出
管

理
用

計
測

器
の

管
理

）
 

第
１

５
６

条
 
課
長
（
放
射
線
管
理
）
お
よ
び
課
長
（
計
装
）
は
，
表
１
５
６
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に
つ

い
て
，
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
，
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
機
能
維
持
を
図
る
。
た
だ
し
，
故

障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

     

認
可

を
受

け
た

放

射
能

濃
度

の
測

定

お
よ

び
評

価
の

方

法
に

従
う

こ
と

を

記
載

す
る

。
 

                      放
射

線
測

定
装

置

の
点

検
・
校

正
は

、

第
８

９
条

お
よ

び

第
１

５
６

条
に

従

う
。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

                                        

表
８

９
 分
 

 
類

 
計

測
器

種
類

 
所

管
管

理
 

数
量

 

1
.
a
.
放

射
性

液
体

 

 
 

廃
棄

物
放

出
 

 
 

監
視

用
計

測
器

 

排
水

モ
ニ

タ
 

課
長

（
計

装
）

 

課
長

（
３

号
電

気
）

 

２
台

 

 
b
.
放

射
性

液
体

 

 
 

廃
棄

物
放

出
 

 
 

管
理

用
計

測
器

 

試
料

放
射

能
測

定
装

置
 

課
長

（
放

射
線

管
理

）
 

２
台

※
１
 

2
.
放

射
性

気
体

 

 
廃

棄
物

放
出

 

 
管

理
用

計
測

器
 

排
気

筒
モ

ニ
タ

 
課

長
（

計
装

）
 

課
長

（
３

号
電

気
）

 

４
台

 

試
料

放
射

能
測

定
装

置
 

課
長

（
放

射
線

管
理

）
 

１
台

※
１

※
２
 

※
１

：
１

号
炉

，
２

号
炉

お
よ

び
３

号
炉

共
用

 

※
２

：
放

射
性

液
体

廃
棄

物
放

出
管

理
用

計
測

器
と

共
用

 

表
１

５
６

 

分
 

 
類

 
計

測
器

種
類

 
所

管
管

理
 

数
量

 

1
.
a
.
放

射
性

液
体

 

 
 

廃
棄

物
放

出
 

 
 

監
視

用
計

測
器

 

排
水

モ
ニ

タ
 

課
長

（
計

装
）

 
１

台
 

 
b
.
放

射
性

液
体

 

 
 

廃
棄

物
放

出
 

 
 

管
理

用
計

測
器

 

試
料

放
射

能
測

定
装

置
 

課
長

（
放

射
線

管
理

）
 

２
台

※
１
 

2
.
放

射
性

気
体

 

 
廃

棄
物

放
出

 

 
管

理
用

計
測

器
 

排
気

筒
モ

ニ
タ

 
課

長
（

計
装

）
 

１
台

 

タ
ー

ビ
ン

建
物

排
気

筒
モ

ニ
タ

 
課

長
（

計
装

）
 

１
台

 

試
料

放
射

能
測

定
装

置
 

課
長

（
放

射
線

管
理

）
 

１
台

※
１

※
２
 

※
１

：
１

号
炉

，
２

号
炉

お
よ

び
３

号
炉

共
用

 

※
２

：
放

射
性

液
体

廃
棄

物
放

出
管

理
用

計
測

器
と

共
用
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

九
 

                                      

九
 

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
保

管
場

所
お

よ
び

保
管

方
法

 

1
.
 

対
象

物
の

保
管

場
所

 

島
根

１
号

炉
対

象
物

（
除

染
済

み
）

は
、

管
理

区
域

か
ら

の
搬

出
基

準
を

満
足

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
う

え
で

管
理

区
域

か
ら

搬
出

し
、

現
在

、
島

根
原

子
力

発
電

所
内

の
構

内
倉

庫
（

非
管

理

区
域

）
で

保
管

し
て

い
る

。
島

根
１

号
炉

対
象

物
は

、
法

第
6
1
条

の
２

第
２

項
に

基
づ

く
放

射
能

濃
度

の
測

定
お

よ
び

評
価

の
方

法
の

認
可

（
以

下
、
「

国
の

認
可

」
と

い
う

。
）

か
ら

国
の

確
認

を

受
け

る
ま

で
の

間
、

構
内

倉
庫

を
保

管
場

所
と

す
る

。
 

島
根

２
号

炉
対

象
物

（
除

染
前

）
は

、
追

加
的

な
汚

染
が

生
じ

な
い

よ
う

措
置

を
講

じ
た

う
え

で
、

島
根

１
号

炉
の

タ
ー

ビ
ン

建
物

（
汚

染
の

お
そ

れ
の

あ
る

管
理

区
域

）
で

保
管

し
て

い
る

。

対
象

物
の

除
染

は
、

放
射

能
濃

度
の

測
定

を
開

始
す

る
ま

で
に

行
う

。
島

根
１

号
炉

又
は

２
号

炉

の
建

物
内

で
ブ

ラ
ス

ト
除

染
等

の
機

械
的

除
染

を
行

い
、

追
加

的
な

汚
染

が
生

じ
な

い
措

置
を

講

じ
た

う
え

で
、

国
の

確
認

を
受

け
る

ま
で

の
間

、
島

根
１

号
炉

の
タ

ー
ビ

ン
建

物
又

は
構

内
倉

庫

を
保

管
場

所
と

す
る

。
 

対
象

物
か

ら
採

取
し

た
放

射
能

濃
度

の
測

定
お

よ
び

評
価

に
用

い
る

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

は
、

島
根

２
号

炉
に

あ
る

放
射

化
学

分
析

室
（

島
根

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
共

用
、

汚
染

の

お
そ

れ
の

あ
る

管
理

区
域

）
お

よ
び

ホ
ッ

ト
計

測
室

（
島

根
１

号
炉

お
よ

び
２

号
炉

共
用

、
汚

染

の
お

そ
れ

の
あ

る
管

理
区

域
）

で
取

り
扱

う
。

 

対
象

物
、

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

の
保

管
場

所
を

第
2
3
図

に
示

す
。

 

 2
.
 

放
射

線
測

定
装

置
の

設
置

場
所

 

放
射

線
測

定
装

置
（

G
e
波

高
分

析
装

置
）

の
設

置
場

所
は

、
測

定
エ

リ
ア

（
汚

染
の

お
そ

れ
の

あ
る

管
理

区
域

内
に

あ
る

放
射

化
学

分
析

室
お

よ
び

ホ
ッ

ト
計

測
室

）
で

あ
る

。
測

定
エ

リ
ア

は
、

測
定

用
試

料
の

作
成

、
放

射
能

濃
度

の
測

定
お

よ
び

評
価

を
行

う
場

所
で

あ
る

。
 

測
定

エ
リ

ア
で

は
、

放
射

性
物

質
に

よ
る

追
加

的
な

汚
染

お
よ

び
異

物
の

混
入

が
生

じ
な

い
よ

う
に

施
錠

管
理

を
行

う
。

 

測
定

エ
リ

ア
の

位
置

を
第

2
3
図

に
示

す
。

 

 3
.
 

対
象

物
、

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

の
保

管
方

法
 

3
.
1
 

対
象

物
の

保
管

方
法

 

対
象

物
は

、
異

物
の

混
入

、
放

射
性

物
質

の
汚

染
を

防
止

す
る

た
め

、
以

下
の

措
置

を
講

じ
る

。
 

(
1
)
 

対
象

物
の

保
管

方
法

の
共

通
事

項
 

島
根

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
対

象
物

は
、

切
断

し
て

容
器

に
収

納
す

る
こ

と
は

な
く

、
養

生
し

た
状

態
で

国
の

確
認

ま
で

保
管

す
る

た
め

、
異

物
は

混
入

し
な

い
が

、
放

射
能

濃
度

測
定

の
た

め

に
評

価
単

位
か

ら
測

定
単

位
を

採
取

す
る

こ
と

か
ら

、
対

象
物

を
「

試
料

採
取

前
」
、
「

試
料

採
取

済
み

」
、「

測
定

済
み
（

国
の

確
認

前
）
」
お

よ
び
「

国
の

確
認

後
」
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

に

識
別

管
理

す
る

。
識

別
管

理
は

、
作

業
の

進
捗

に
伴

い
対

象
物

毎
に

行
う

。
 

対
象

物
は

、
追

加
的

な
汚

染
が

生
じ

な
い

よ
う

措
置

を
講

じ
て

対
象

物
を

保
管

す
る

と
と

も
に

、

試
料

の
採

取
か

ら
国

の
確

認
ま

で
の

間
、

厳
格

な
品

質
管

理
を

行
う

。
 

測
定

お
よ

び
評

価
を

行
い

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
以

下
で

あ
る

こ
と

を

評
価

し
た

対
象

物
は

、
国

の
確

認
ま

で
確

認
待

ち
エ

リ
ア

で
保

管
す

る
。

 

第
６

章
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
８

６
条

の
２

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
１

５
１

条
の

２
 

 ２
．

課
長

（
放

射
線

管
理

）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
測

定
お

よ
び

評
価

前
の

保
管

管
理

に
つ

い
て

、
次

の
事

項
を

実
施

す
る

。
 

（
１

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

性
状

に
応

じ
て

性
状

に
応

じ
て

分
別

、
除

染
お

よ
び

切
断

を
行

っ
た

上
で

、

表
１

１
９

－
１

の
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
に

係
る

記
録

と
照

合
で

き
る

措
置

を
講

じ
る

。
 

（
２

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
に

つ
い

て
、
放

射
能

濃
度

の
測

定
を

行
う

場
所

に
運

搬
す

る
ま

で
の

間
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
以

外
の

異
物

の
混

入
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
保

管
す

る
。

 

（
３

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

保
管

状
況

を
１

箇
月

に
１

回
確

認
す

る
。

 

 ３
．

課
長

（
放

射
線

管
理

）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
測

定
お

よ
び

評
価

な
ら

び
に

そ
の

後
の

保
管

管
理

に
つ

い
て

、
次

の
事

項
を

実

施
す

る
。

 

（
１

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

運
搬

に
あ

た
っ

て
は

、
放

射
性

物
質

に
よ

る
追

加
的

な
汚

染
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
る

。
 

（
２

）
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

認
可

を
受

け
た

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

方
法

に
従

い
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
以

外
の

異
物

の
混

入
お

よ
び

放
射

性
物

質
に

よ
る

追

加
的

な
汚

染
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
、
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価

を
行

う
。

 

（
３

）
第

３
項

（
２

）
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

結
果

、
工

場
等

に
お

い
て

用
い

た
資

材
そ

の
他

の
物

に
含

ま
れ

る
放

射
性

物
質

の
放

射
能

濃
度

が
放

射
線

に
よ

る
障

害
の

防
止

の
た

め
の

措
置

を
必

要
と

し
な

い
も

の

で
あ

る
こ

と
の

確
認

等
に

関
す

る
規

則
（

以
下

、「
放

射
能

濃
度

確
認

規
則

」
と

い
う

。
）

に
定

め
る

放
射

能
濃

度
の

基
準

を
満

た
す

場
合

は
、
放

射
能

濃
度

の
測

定
前

の
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
お

よ
び

放
射

能

濃
度

確
認

対
象

物
以

外
の

異
物

の
混

入
を

防
止

す
る

措
置

な
ら

び
に

放
射

性
物

質
に

よ
る

追
加

的
な

汚

染
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
て

保
管

す
る

。
 

（
４

）
第

３
項

（
２

）
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

結
果

、
放

射
能

濃
度

確
認

規
則

に
定

め
る

放
射

能
濃

度
の

基
準

を
満

た
さ

な
い

場
合

は
、

除
染

等
を

行
い

、
測

定
お

よ
び

評
価

を
行

う
。

ま
た

は
、

第
８

６
条

の
１

に
基

づ
き

、
放

射
性

固
体

廃
棄

物
と

し
て

管
理

す
る

。
 

        

認
可

を
受

け
た

保

管
場

所
お

よ
び

保

管
方

法
に

従
う

こ

と
を

記
載

す
る

。
 

          認
可

を
受

け
た

保

管
管

理
、

放
射

能

濃
度

の
測

定
お

よ

び
評

価
の

方
法

に

従
う

こ
と

を
記

載

す
る

。
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ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

                                        

国
の

確
認

後
に

対
象

物
を

運
搬

す
る

際
、

対
象

物
を

養
生

す
る

こ
と

に
よ

り
追

加
的

な
汚

染
が

生
じ

な
い

よ
う

措
置

を
講

じ
る

と
と

も
に

、
管

理
区

域
か

ら
搬

出
す

る
場

合
は

、
対

象
物

の
表

面

汚
染

密
度

測
定

を
行

い
、

管
理

区
域

か
ら

の
搬

出
基

準
を

満
足

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

(
2
)
 

島
根

１
号

炉
対

象
物

の
保

管
方

法
 

島
根

１
号

炉
対

象
物

は
、

構
内

倉
庫

（
非

管
理

区
域

）
に

保
管

し
て

い
る

こ
と

か
ら

放
射

性
物

質
に

よ
る

汚
染

の
お

そ
れ

は
な

い
が

、
異

物
の

混
入

防
止

の
た

め
、

構
内

倉
庫

の
出

入
口

を
施

錠

管
理

し
、

担
当

部
署

の
責

任
者

の
承

認
を

受
け

た
者

以
外

の
者

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

制
限

す

る
。

 

島
根

１
号

炉
対

象
物

の
測

定
単

位
の

採
取

は
、

対
象

物
を

保
管

す
る

構
内

倉
庫

の
中

で
行

う
。

 

(
ⅰ

)
 

低
圧

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

の
測

定
単

位
の

採
取

 

低
圧

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

の
測

定
単

位
の

採
取

は
、
構

内
倉

庫
内

に
設

置
す

る
切

断
エ

リ
ア

で
行

う
。
 

切
断

エ
リ

ア
は

、
非

管
理

区
域

で
あ

り
、
放

射
性

物
質

に
よ

る
追

加
的

な
汚

染
は

生
じ

な
い

が
、

異
物

の
混

入
防

止
の

た
め

区
画

を
行

い
、

区
画

内
で

対
象

物
か

ら
測

定
単

位
の

採
取

を
行

う
。

ま

た
、

切
断

エ
リ

ア
を

設
置

す
る

構
内

倉
庫

の
出

入
口

を
施

錠
管

理
し

、
担

当
部

署
の

責
任

者
の

承

認
を

受
け

た
者

以
外

の
者

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

制
限

す
る

。
 

(
ⅱ

)
 

低
圧

内
部

車
室

の
測

定
単

位
の

採
取

 

低
圧

内
部

車
室

の
測

定
単

位
の

採
取

は
、

構
内

倉
庫

に
設

置
す

る
切

断
エ

リ
ア

で
行

う
。

 

切
断

エ
リ

ア
は

、
非

管
理

区
域

で
あ

り
、
放

射
性

物
質

に
よ

る
追

加
的

な
汚

染
は

生
じ

な
い

が
、

異
物

の
混

入
防

止
の

た
め

区
画

を
行

い
、

区
画

内
で

対
象

物
か

ら
測

定
単

位
の

採
取

を
行

う
。

ま

た
、

切
断

エ
リ

ア
を

設
置

す
る

構
内

倉
庫

の
出

入
口

を
施

錠
管

理
し

、
担

当
部

署
の

責
任

者
の

承

認
を

受
け

た
者

以
外

の
者

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

制
限

す
る

。
 

(
ⅲ

)
 

採
取

後
の

対
象

物
の

保
管

方
法

 

採
取

後
の

対
象

物
は

、
異

物
の

混
入

防
止

の
た

め
養

生
し

て
保

管
す

る
。

ま
た

、
国

の
確

認
を

受
け

る
ま

で
の

間
、

構
内

倉
庫

の
出

入
口

を
施

錠
管

理
し

、
担

当
部

署
の

責
任

者
の

承
認

を
受

け

た
者

以
外

の
者

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

制
限

す
る

。
 

(
ⅳ

)
 

対
象

物
の

除
染

 

島
根

1
号

炉
対

象
物

は
除

染
済

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

除
染

は
行

わ
な

い
が

、
測

定
の

結
果

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
を

上
回

っ
た

場
合

で
再

度
除

染
お

よ
び

測
定

単
位

の
採

取
を

行
っ

て
再

測
定

を
行

う
場

合
、
除

染
お

よ
び

測
定

単
位

の
採

取
は

、
下

記
(
3
)
に

記
載

の
島

根

2
号

炉
対

象
物

と
同

様
の

取
り

扱
い

を
行

う
。

 

(
3
)
 

島
根

２
号

炉
対

象
物

の
保

管
方

法
 

島
根

２
号

炉
対

象
物

は
、

放
射

性
物

質
に

よ
る

追
加

的
な

汚
染

が
生

じ
な

い
よ

う
養

生
し

て
放

射
能

濃
度

の
測

定
か

ら
国

の
確

認
ま

で
保

管
す

る
と

と
も

に
、

区
画

し
た

エ
リ

ア
又

は
構

内
倉

庫

（
非

管
理

区
域

）
の

出
入

口
を

施
錠

管
理

し
て

、
担

当
部

署
の

責
任

者
の

承
認

を
受

け
た

者
以

外

の
者

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

制
限

す
る

。
 

(
ⅰ

)
 

低
圧

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

の
除

染
お

よ
び

測
定

単
位

の
採

取
 

低
圧

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

は
、
島

根
１

号
炉

又
は

２
号

炉
の

タ
ー

ビ
ン

建
物

で
除

染
（

測
定

の
結

果
、

評
価

対
象

核
種

（
C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
を

上
回

っ
た

場
合

の
除

染
を

含
む

）
お

よ
び

測
定

単

位
の

採
取

を
行

う
。

低
圧

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

を
除

染
エ

リ
ア

に
移

動
し

ブ
ラ

ス
ト

除
染

等
の

機
械

的

除
染

を
行

い
、

除
染

後
に

切
断

エ
リ

ア
（

タ
ー

ビ
ン

建
物

に
設

置
）

に
移

動
し

測
定

単
位

の
採

取
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を
行

う
。

除
染

エ
リ

ア
お

よ
び

切
断

エ
リ

ア
で

は
、

低
圧

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

を
取

り
囲

む
汚

染
拡

大

防
止

囲
い

お
よ

び
局

所
排

風
機

を
設

置
し

て
内

部
の

換
気

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
放

射
性

物
質

に

よ
る

追
加

的
な

汚
染

の
発

生
を

防
止

す
る

。
 

 除
染

エ
リ

ア
は

、
汚

染
の

お
そ

れ
の

あ
る

管
理

区
域

に
設

定
し

、
異

物
混

入
防

止
お

よ
び

追
加

汚
染

防
止

を
目

的
に

出
入

口
を

施
錠

管
理

す
る

。
 

切
断

エ
リ

ア
は

、
汚

染
の

お
そ

れ
の

な
い

管
理

区
域

に
設

定
し

、
異

物
混

入
防

止
お

よ
び

追
加

汚
染

防
止

を
目

的
に

出
入

口
を

施
錠

管
理

す
る

。
 

(
ⅱ

)
 

低
圧

内
部

車
室

の
除

染
お

よ
び

測
定

単
位

の
採

取
 

低
圧

内
部

車
室

は
、

島
根

１
号

炉
又

は
２

号
炉

の
タ

ー
ビ

ン
建

物
で

除
染

（
測

定
の

結
果

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）

の
D
/
C
が

1
/
3
3
を

上
回

っ
た

場
合

の
除

染
を

含
む

）
お

よ
び

測
定

単
位

の
採

取
を

行
う

。
除

染
は

、
低

圧
内

部
車

室
を

取
り

囲
む

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

お
よ

び
局

所
排

風

機
を

設
置

し
て

除
染

エ
リ

ア
を

設
定

し
、

ブ
ラ

ス
ト

除
染

等
の

機
械

的
除

染
を

行
う

。
低

圧
内

部

車
室

は
重

量
物

の
た

め
、

対
象

物
の

除
染

後
に

除
染

エ
リ

ア
の

除
染

を
行

っ
た

後
に

切
断

エ
リ

ア

に
変

更
し

測
定

単
位

の
採

取
を

行
う

。
除

染
エ

リ
ア

お
よ

び
切

断
エ

リ
ア

で
は

、
汚

染
拡

大
防

止

囲
い

内
部

の
換

気
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

放
射

性
物

質
に

よ
る

追
加

的
な

汚
染

の
発

生
を

防
止

す

る
。

 

除
染

エ
リ

ア
は

、
汚

染
の

お
そ

れ
の

あ
る

管
理

区
域

に
設

定
し

、
異

物
混

入
防

止
お

よ
び

追
加

汚
染

防
止

を
目

的
に

出
入

口
を

施
錠

管
理

す
る

。
 

切
断

エ
リ

ア
は

、
汚

染
の

お
そ

れ
の

な
い

管
理

区
域

に
設

定
し

、
異

物
混

入
防

止
お

よ
び

追
加

汚
染

防
止

を
目

的
に

出
入

口
を

施
錠

管
理

す
る

。
 

(
ⅲ

)
 

採
取

後
の

対
象

物
の

保
管

方
法

 

採
取

後
の

対
象

物
は

、
放

射
性

物
質

に
よ

る
追

加
的

な
汚

染
が

生
じ

な
い

よ
う

に
養

生
し

て
、

測
定

お
よ

び
評

価
ま

で
の

間
、

島
根

１
号

炉
の

タ
ー

ビ
ン

建
物

で
保

管
す

る
。

ま
た

、
測

定
お

よ

び
評

価
か

ら
国

の
確

認
ま

で
の

間
は

、
島

根
１

号
炉

の
タ

ー
ビ

ン
建

物
又

は
構

内
倉

庫
で

保
管

す

る
。

 

島
根

１
号

炉
の

タ
ー

ビ
ン

建
物

で
保

管
す

る
際

は
、

エ
リ

ア
を

区
画

し
汚

染
の

お
そ

れ
の

な
い

管
理

区
域

に
設

定
す

る
と

と
も

に
区

画
し

た
エ

リ
ア

の
出

入
口

を
施

錠
管

理
し

て
対

象
物

の
担

当

部
署

の
責

任
者

の
承

認
を

受
け

た
者

以
外

の
者

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

制
限

す
る

。
 

ま
た

、
構

内
倉

庫
（

非
管

理
区

域
）
で

保
管

す
る

際
は

、
構

内
倉

庫
の

出
入

口
を

施
錠

管
理

し
、

担
当

部
署

の
責

任
者

の
承

認
を

受
け

た
者

以
外

の
者

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

制
限

す
る

。
 

 

3
.
2
 

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

の
保

管
方

法
 

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

は
、

異
物

の
混

入
、

放
射

性
物

質
の

汚
染

を
防

止
す

る
た

め
、

以
下

の
措

置
を

講
じ

る
。

 

(
1
)
 

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

の
保

管
方

法
の

共
通

事
項

 

(
ⅰ

)
 

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

の
取

り
扱

い
 

 
対

象
物

か
ら

放
射

能
濃

度
測

定
の

た
め

に
採

取
し

た
測

定
単

位
は

、
島

根
２

号
炉

に
あ

る
放

射

化
学

分
析

室
に

運
搬

す
る

。
 

放
射

化
学

分
析

室
に

運
搬

し
た

測
定

単
位

は
、

本
文

七
「

放
射

能
濃

度
の

決
定

を
行

う
方

法
」
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ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

                                        

に
示

す
前

処
理

を
行

い
、

ポ
リ

瓶
に

入
れ

て
測

定
エ

リ
ア

に
保

管
す

る
。

測
定

単
位

の
前

処
理

に

よ
り

作
成

し
た

測
定

用
試

料
は

、
ポ

リ
瓶

お
よ

び
ペ

ト
リ

皿
に

封
入

し
、

測
定

エ
リ

ア
に

保
管

す

る
。

な
お

、
前

処
理

す
る

測
定

単
位

以
外

の
測

定
単

位
が

混
在

し
な

い
よ

う
に

、
測

定
エ

リ
ア

内

に
設

置
す

る
測

定
用

試
料

を
作

成
す

る
エ

リ
ア

（
以

下
、
「

前
処

理
エ

リ
ア

」
と

い
う

。
）

で
一

度

に
取

り
扱

う
測

定
単

位
は

一
つ

と
す

る
。

ま
た

、
前

処
理

エ
リ

ア
で

試
料

を
取

り
扱

う
際

は
、

追

加
的

な
汚

染
が

生
じ

な
い

よ
う

同
エ

リ
ア

内
で

他
の

作
業

を
行

わ
な

い
よ

う
に

す
る

。
 

放
射

能
濃

度
測

定
は

、
測

定
用

試
料

を
測

定
エ

リ
ア

に
設

置
す

る
汎

用
で

定
置

型
の

G
e
波

高
分

析
装

置
で

行
う

。
測

定
お

よ
び

評
価

を
行

っ
た

結
果

、
評

価
対

象
核

種
（

C
o
-
6
0
）
の

D
/
C
が

1
/
3
3

以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

測
定

用
試

料
は

、
国

の
確

認
ま

で
、

測
定

エ
リ

ア
で

保
管

す
る

。
 

測
定

お
よ

び
評

価
を

行
っ

た
結

果
、

判
定

基
準

を
満

足
し

な
い

場
合

は
、

原
因

を
調

査
し

た
う

え
で

再
測

定
す

る
か

、
当

該
の

評
価

単
位

が
含

ま
れ

る
対

象
物

を
再

除
染

（
島

根
１

号
炉

お
よ

び

２
号

炉
と

も
管

理
区

域
内

で
行

う
。
）

し
た

う
え

で
再

測
定

す
る

か
、

対
象

物
か

ら
除

外
す

る
。

 

測
定

単
位

は
、
該

当
す

る
評

価
単

位
の

国
の

確
認

を
受

け
た

後
、
表

面
汚

染
密

度
測

定
を

行
い

、

管
理

区
域

か
ら

の
搬

出
基

準
を

満
足

す
る

こ
と

を
確

認
し

、
追

加
的

な
汚

染
が

生
じ

な
い

措
置

を

し
た

う
え

で
搬

出
す

る
か

、
又

は
本

申
請

の
対

象
か

ら
除

外
し

、
放

射
性

廃
棄

物
と

し
て

原
子

炉

設
置

変
更

許
可

申
請

書
に

記
載

の
方

法
に

従
っ

て
適

切
に

処
理

す
る

。
 

測
定

用
試

料
は

、
該

当
す

る
評

価
単

位
の

国
の

確
認

を
受

け
た

後
、

放
射

性
廃

棄
物

と
し

て
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

書
に

記
載

の
方

法
に

従
っ

て
適

切
に

処
理

す
る

。
 

(
ⅱ

)
 

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

の
管

理
 

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

は
、
「

測
定

前
」
、
「

測
定

済
み

（
国

の
確

認
前

）
」

お
よ

び
「

国

の
確

認
後

」
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

に
識

別
管

理
す

る
。

 

測
定

エ
リ

ア
は

、
異

物
の

混
入

防
止

お
よ

び
追

加
的

な
汚

染
が

生
ず

る
こ

と
を

防
止

す
る

対
策

を
講

じ
た

測
定

単
位

お
よ

び
測

定
用

試
料

を
保

管
す

る
と

と
も

に
、

放
射

能
濃

度
の

測
定

か
ら

国

の
確

認
ま

で
の

間
、

厳
格

な
品

質
管

理
を

行
う

。
 

(
2
)
 

島
根

１
号

炉
対

象
物

の
測

定
単

位
の

運
搬

方
法

 

測
定

単
位

は
、

放
射

能
濃

度
測

定
の

た
め

、
放

射
化

学
分

析
室

に
運

搬
す

る
際

、
追

加
的

な
汚

染
が

生
ず

る
こ

と
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
て

測
定

エ
リ

ア
に

運
搬

す
る

。
 

(
3
)
 

島
根

２
号

炉
対

象
物

の
測

定
単

位
の

運
搬

方
法

 

測
定

単
位

は
、

対
象

物
か

ら
採

取
す

る
際

、
測

定
単

位
に

対
し

て
放

射
性

物
質

に
よ

る
追

加
的

な
汚

染
が

生
ず

る
こ

と
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
る

と
と

も
に

、
追

加
的

な
汚

染
が

生
じ

な
い

よ

う
措

置
し

て
測

定
エ

リ
ア

に
運

搬
す

る
。

 

 

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
保

管
場

所
お

よ
び

保
管

方
法

の
詳

細
は

「
添

付
書

類
七

」
に

記
載

す
る

。
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凡
例

 

赤
下
線
お
よ
び
赤
枠
内
：
保
安
規
定
変
更
箇
所

 

黄
色
マ
ー
カ
ー
：
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請
書
の
関
連
箇
所

 

 

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

認
可

申
請

書
 

保
安

規
定

認
可

申
請

書
 

備
考

 
記

載
内

容
 

記
載

内
容

 

本
文

十
 

 

十
 

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
に

係
る

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

 

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

審
査

基
準

の
要

求
事

項
を

踏
ま

え
て

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
島

根
原

子
力

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

等
に

定
め

る
。

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
並

び
に

対
象

物
の

保
管

管
理

を
高

い
信

頼
性

を
も

っ
て

実
施

し
、

こ
れ

ら
を

維
持

・
改

善
す

る
た

め
の

品
質

保
証

活
動

を
次

の
と

お
り

実
施

す
る

。
 

品
質

保
証

活
動

は
、

社
長

を
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
し

て
構

築
し

、
体

系
化

し
た

組
織

お
よ

び
文

書
類

に
よ

り
、

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
の

た
め

の
一

連
の

業
務

に
係

る
計

画
、

実

施
、

評
価

お
よ

び
改

善
の

プ
ロ

セ
ス

を
実

施
す

る
。

 

対
象

物
の

発
生

か
ら

、
測

定
単

位
の

採
取

、
放

射
能

濃
度

の
測

定
お

よ
び

評
価

、
保

管
管

理
、

運
搬

、
こ

れ
ら

一
連

の
管

理
に

関
す

る
記

録
の

作
成

お
よ

び
保

存
並

び
に

不
適

合
発

生
時

の
処

置

を
行

う
際

に
は

、
以

下
の

品
質

保
証

活
動

を
実

施
し

、
放

射
能

濃
度

の
測

定
お

よ
び

評
価

並
び

に

対
象

物
の

保
管

管
理

に
関

す
る

業
務

の
信

頼
性

を
確

保
す

る
。

 

島
根

原
子

力
発

電
所

原
子

炉
施

設
保

安
規

定
（

以
下

、「
保

安
規

定
」
と

い
う

。
）
、
原

子
力

品
質

保
証

規
程

（
以

下
、
「

品
質

保
証

規
程

」
と

い
う

。
）

お
よ

び
品

質
保

証
規

程
に

基
づ

く
品

質
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

計
画
（

以
下
「

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

計
画

」
と

い
う

。
）
並

び
に

こ

れ
ら

に
基

づ
く

社
内

規
定

に
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
事

項
を

定
め

て
実

施
す

る

と
と

も
に

、
継

続
的

に
改

善
し

て
い

く
。

 

 

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
に

係
る

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
詳

細
は

「
添

付
書

類
八

」
に

記
載

す
る

。
 

 

第
６

章
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
８

６
条

の
２

 

（
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

管
理

）
 

第
１

５
１

条
の

２
 

 第
８

６
条

の
２

 
課

長
（

放
射

線
管

理
）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

放

射
能

濃
度

に
つ

い
て

の
確

認
を

受
け

よ
う

と
す

る
物

（
以

下
、
「

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

」
と

い
う

。
）

の

取
扱

い
に

関
す

る
次

の
業

務
を

管
理

す
る

。
 

（
１

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

保
管

管
理

 

（
２

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
 

 第
１

５
１

条
の

２
 

課
長
（

放
射

線
管

理
）
は

、
原

子
炉

等
規

制
法

第
６

１
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

放
射

能
濃

度
確

認
対

象
物

の
取

扱
い

に
関

す
る

次
の

業
務

を
管

理
す

る
。

 

（
１

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

保
管

管
理

 

（
２

）
放

射
能

濃
度

確
認

対
象

物
の

放
射

能
濃

度
の

測
定

お
よ

び
評

価
 

  

認
可

を
受

け
た

保

管
管

理
、

放
射

能

濃
度

の
測

定
お

よ

び
評

価
の

方
法

を

保
安

規
定

に
定

め

る
こ

と
を

記
載

す

る
。
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